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12月中に1歳になるお子さんの顔写真等を広報誌に掲載しませんか？
掲載を希望する場合は、写真用紙に印刷した顔写真（横3㎝×縦4㎝）の裏
面に①お子さんの氏名（ふりがな）、②お子さんの性別、③お住まいの地区
名、④連絡先（電話番号）を記入の上、11月5日（火）までに政策広報課窓
口（土日祝除く）、郵送または電子メールにて提出してください。（先着5人）
なお、電子メールの場合は、kouhou@town.ibigawa.lg.jp宛へ写真デー
タ（jpeg,1MB以内)を添付し、上記①～④を本文に明記の上、提出してく
ださい。
※提出された写真は返却できませんので、ご了承ください。
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元気いっぱいコーナー もうすぐ１歳（11月生まれ）

揖斐川町ふれあいバス・
はなももバスの運行を開始しました
10月１日（火）、揖斐川町役場で、揖斐川町ふれあいバス・はなもも
バスの出発式が行われ、関係者がテープカットを行い、運行を開始し
ました。
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いびがわマラソン情報
今月の
特集

前
　
日

当
　
日

みんなが
家族になれる日がやってくる

いびがわマラソン大会テーマ

応援する人も、ボランティアもランナーと一緒に走ってる

11月９日土
会場　地域交流センター周辺

選手受付（安心カード提出）
12:00 ～19:00

金コーチ＆優ちゃんの
ランニングミーティング＆サイン会

13:30 ～16:00

11月10日日 �※いびがわチャンネルで生中継！

　メイン会場　地域交流センター周辺
　ゴール会場　揖斐川町役場

選手受付（安心カード提出）　6:30 ～ 9:00 まで
フルマラソン	   9:45 スタート
ハーフマラソン	 10:30 スタート
ウォーキング	 10:35 スタート（ハーフ後方より）
※ウォーキングは当日受付もあります！(先着200名・朝９時まで)

いびがわマラソン実行委員会事務局　　TEL 23－0117

2019 11/10日
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大会を盛り上げるゲストの皆さん

いびがわマラソン情報
今月の
特集

いびがわマラソン 32 回大会には、全国・海外から10,158 人のランナーのエントリーがありました！
応援する人、ボランティアで参加する人、ランナーとして参加する人、みんなが一体になって大会を
盛り上げていきましょう。皆さんのご参加をお待ちしております！

ランナーのエントリー状況

スペシャルゲスト
中村 優さん

スペシャルコーチ
金 哲 彦さん

スペシャルサポーター
西田 ひかるさん

スペシャルアドバイザー
高橋 尚子さん

金 コ ー チ と と も に、
NHK『ランスマ』に出演
していたタレントラン
ナーの中村優さんが今
年も明るく大会を盛り
あげます。

初心者から上級者まで、市民
ランナーの強い味方。
マラソン教室やホームペー
ジ「おしえて！金コーチ」の
アドバイスコーナーなど、直
接指導していただけます。

ひかるさんが、 ラン
ナーもボランティアも
応援する人もみんなを
元気に！
一緒に、ウォーキング
に参加しませんか？

Qちゃんは、全員のラ
ンナーとのハイタッチ
を目標にしています。
コースのあちこちに登
場します!!

フルマラソン
86歳（愛知県）

ハーフマラソン
83歳（岐阜県）
83歳（愛知県）

性
男

フルマラソン

ハーフマラソン
76歳（岐阜県）

75歳（福岡県）性
女

種目別最高年齢

種　目　別

地　域　別

年　代　別

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代

人

46
36-10

702
502-200

1,748
1,428-320

3,026
2,351-675

887
749-138

173
156-17

9
9-0

3,567
2,715-852

総数
男子-女子

その他

北海道 18
青森 1
岩手 2
宮城 -
秋田 -
山形 2
福島 1
茨城 7
栃木 6
群馬 5
埼玉 34

千葉 29
東京 126
神奈川 67
新潟 3
富山 28
石川 46
福井 56
山梨 3
長野 42
静岡 74
滋賀 117

京都 46
大阪 93
兵庫 53
奈良 27
和歌山 2
鳥取 -
島根 3
岡山 2
広島 5
山口 5
徳島 5

香川 6
愛媛 3
高知 -
福岡 8
佐賀 3
長崎 1
熊本 1
大分 -
宮崎 3
鹿児島 1
沖縄 3
外国 60

姉妹マラソンのアメリカ・セントジョージのほか、香港、台湾からのエ
ントリーが多く、遠くではポルトガルからもエントリーがあるなど、近
年は海外からのエントリーも急増しています！

総数
10,158人

ハーフ
3,051人

30%

フル
7,107人

70%

男子
5,937人
58.4%

女子
1,170人
11.5%

男子
2,009人
19.8%

女子
1,042人
10.3%

エントリー総数
10,158人 愛知

4,916人
48.4%

岐阜
3,696人
36.4%

その他
1007人
9.9%三重

539人
5.3%

0 500 1000 1500 2000 2500 3000 3500 4000
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いびがわマラソン情報
今月の
特集

ワクワクどきどき
1 万人のスタートを見よう！
フルマラソンは 9:45に 7,000人が、ハーフマラソンは
10:30 に 3,000人が、それぞれスタートします。
揖斐高 & 揖斐川中吹奏楽部の皆さんが応援曲を演奏する
中、ゴールを目指します。

アイデア応援がランナーをゴールへ
どんな紙でもいいので、自分の思いを掲げて、ランナーを応
援してみては？メッセージはランナーの心に伝わるよ♪

ランナー 10,000 人を応援しよう
全国から集まるランナーにいびがわを楽しんでいただきま
しょう。ランナーにとってあなたの応援が大きな力に！
応援マップをみて出かけよう。

いびがわウォーキング
今年も、ひかるさんが参加予定。現在も役場マラソン事務局、
地域交流センター、健康広場で参加受付中です！
◆参 加 賞　Tシャツとジャガイモ (北海道芽室町産 )
◆参 加 費　1,000円
◆スタート　10：35（ハーフマラソン後方より）

ゲストの皆さんと一緒に楽しみたい !
メイン会場では、7時 30分からゲスト紹介や開会式、ス
タートセレモニーを開催。メインステージでは、高石ともや
さんのライブも行われます！

お茶目大賞は誰かな？
今年も、コスチュームを着たランナーが、沿道の皆さんを
楽しませながら、走りぬけます！ミニー、ピエロ、パンダ、
スパイダーマン・・・
今年はどんな衣装で登場するか楽しみ♪

地域応援を楽しもう
沿道では思い思いの応援が、繰り広げられます。園児
の太鼓・バンド演奏やおばば太鼓など、今年も盛りだ
くさん。ランナーと一緒に楽しめそう！

旨い＋安い　物産展がいっぱい！
ソーセージ、うどん、豚汁、北海道芽室町名物、いび茶、
串カツ、おでん、スイーツ・・・
おいしいアレコレにお土産もいろいろ楽しめます！

あ
な
た
は
、ど
こ
で『
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
』に
参
加
し
ま
す
か
？

いびがわマラソン実行委員会事務局　23-0117　FAX23-0121

私は会場派!
いっぱい食べて、
スタートでひかるさ
んとランナーを見
送るわ。

僕はコース派!
「その調子、いい走
りだよ」とランナー
を応援するよ。
ハイタッチも楽し
みだな。
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９
月
24
日（
火
）、
揖
斐
川
健
康
広
場
で
開

催
さ
れ
た「
日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ

２
０
１
９
ぎ
ふ
清
流
大
会
」
の
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
競
技
を
高
円
宮
妃
殿
下
が
ご
覧
に
な
り
ま

し
た
。

妃
殿
下
は
、
富
田
町
長
や
日
本
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
副
協
会
長
を
は
じ
め
、
町
内
の
中
学

生
や
地
元
住
民
な
ど
の
お
出
迎
え
に
笑
顔
で

答
え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ス
タ
ン
ド
か
ら
女
子
決
勝
を
ご

観
覧
さ
れ
、
良
い
プ
レ
ー
の
際
に
は
拍
手
を

送
ら
れ
る
な
ど
、
熱
心
に
試
合
を
ご
覧
に
な

ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
の
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

男
子
優
勝

　

甲
府
コ
ン
バ
ッ
ト（
山
梨
県
）

女
子
優
勝

　

Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｒ
Ｙ（
千
葉
県
）

9
月
30
日（
月
）、
揖
斐
川
町
役
場
で
第
22

回
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
認
定
書
交
付
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
マ
ラ
ソ
ン
交
流
を
続
け
て

い
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ユ
タ
州
セ
ン
ト

ジ
ョ
ー
ジ
市
に
、
町
の
将
来
を
担
う
中
学
生

を
派
遣
し
、
現
地
の
人
々
と
の
交
流
を
通
じ

て
、
文
化
や
歴
史
な
ど
を
学
び
、
国
際
性
豊

か
な
人
材
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
毎
年
度
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
派
遣
さ
れ
る
19
人
の
生
徒
は
、
町
長

か
ら
認
定
書
が
手
渡
さ
れ
、
研
修
へ
の
意
気

込
み
を
語
り
ま
し
た
。

な
お
、
研
修
は
、
来
年
1
月
16
日（
木
）

か
ら
24
日（
金
）
ま
で
の
間
行
わ
れ
ま
す
。

10
月
１
日（
火
）、
揖
斐
川
町
役
場
で
、
揖

斐
川
町
ふ
れ
あ
い
バ
ス
・
は
な
も
も
バ
ス
の

出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
発
式
で
は
、
富
田
町
長
が
、「
皆
さ
ん

の
多
大
な
る
ご
理
解
・
ご
協
力
に
よ
り
、
新

し
い
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
運
行
を
開
始
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
利
用
者

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
よ
り
ご
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
公
共
交
通
と
し

て
確
立
し
て
い
き
た
い
。」
と
挨
拶
し
ま
し

た
。ふ

れ
あ
い
バ
ス
・
は
な
も
も
バ
ス
は
、
関

係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、
目
的
地

へ
向
け
て
出
発
し
、
そ
れ
ぞ
れ
運
行
を
開
始

し
ま
し
た
。

10
月
2
日（
水
）
か
ら
10
月
9
日（
水
）
ま

で
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ユ
タ
州
セ
ン
ト

ジ
ョ
ー
ジ
市
と
の
マ
ラ
ソ
ン
交
流
事
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
の
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン

で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ

ん
が
、
10
月
5
日（
土
）
開
催
の
セ
ン
ト

ジ
ョ
ー
ジ
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
、
完
走
さ
れ

ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

鈴す
ず

木き　

聖と
し

夫お�

２
時
間
29
分
36
秒

（
男
子
フ
ル　

11
位
）（
年
代
別
３
位
）

馬ま

渕ぶ
ち　

裕ゆ
う

子こ�

２
時
間
45
分
06
秒

（
女
子
フ
ル　

４
位
）（
年
代
別
１
位
）

林は
や
し　
　

彪ひ
ゅ
う

斗と�

３
時
間
20
分
40
秒

（
男
子
フ
ル
３
３
９
位
）（
年
代
別
33
位
）

小こ

森も
り　

和か
ず

恵え�

４
時
間
11
分
00
秒

（
女
子
フ
ル
７
０
４
位
）（
年
代
別
27
位
）

高
円
宮
妃
殿
下
が

ご
観
覧
さ
れ
ま
し
た

揖
斐
川
町
ふ
れ
あ
い
バ
ス
・
は
な
も
も

バ
ス
が
運
行
を
開
始
し
ま
し
た

セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
マ
ラ
ソ
ン

国
際
交
流
事
業

中
学
生
海
外
研
修
派
遣
事
業
認
定

書
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

▲女子ソフト決勝をご覧になる高円宮妃殿下

▲認定書を受け取る生徒

▲最初の運行に向け出発する
ふれあいバス・はなももバス

▲ランナーの皆さん
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揖
斐
郡
３
町
の
観
光
や
食
な
ど
魅
力
あ
る

も
の
を
広
め
よ
う
と
、
Ｊ
Ａ
い
び
川
と
揖
斐

川
町
、
大
野
町
、
池
田
町
に
よ
る「
揖
斐
郡

ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
」
が
、
香
港
で
活
躍

す
る
お
笑
い
コ
ン
ビ「
ム
コ
ア
ン
ジ
ー
」
を

揖
斐
郡
観
光
大
使
に
任
命
し
ま
し
た
。

ム
コ
ア
ン
ジ
ー
は
、
大
阪
府
出
身
の
ム
コ

さ
ん
と
、
日
本
人
と
イ
ギ
リ
ス
人
の
ク

ウ
ォ
ー
タ
ー
で
あ
る
ア
ン
ジ
ー
さ
ん
で
結
成

さ
れ
、
現
地
の
テ
レ
ビ
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
人
は
、8
月
21
日（
水
）
か
ら
23
日（
金
）

ま
で
来
町
さ
れ
、
谷
汲
山
華
厳
寺
や
徳
山
ダ

ム
の
観
光
名
所
を
取
材
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。今

回
取
材
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
は
、
香

港
の
雑
誌
や
新
聞
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

し
て
Ｐ
Ｒ
さ
れ
ま
す
。

か
す
が
幼
児
園
の
園
児
た
ち
が
、
染
織
工

房
ア
ト
リ
エ
の
の
で
、
草
木
染
め
体
験
を
し

ま
し
た
。

染
織
工
房
の
職
員
の
指
導
で
、
輪
ゴ
ム
や

洗
濯
ば
さ
み
、
割
り
箸
な
ど
を
使
っ
て
模
様

を
つ
け
、
春
日
で
採
れ
た
薬
草
や
茜
草
の
根

を
煮
出
し
た
染
料
に
入
れ
て
、
世
界
に
ひ
と

つ
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
親
子
で

楽
し
み
な
が
ら
染
め
ま
し
た
。　

こ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
園
児
が
描

い
た
似
顔
絵
と
と
も
に
ア
ト
リ
エ
の
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
に
展
示
し
、
町
内
外
か
ら
た
く
さ
ん

の
親
子
が
来
館
し
、
観
賞
さ
れ
ま
し
た
。

ム
コ
ア
ン
ジ
ー
が
揖
斐
郡
観
光

大
使
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
！

か
す
が
幼
児
園
児
に
よ
る
ち
び
っ
こ
草
木

染
め
Ｔ
シ
ャ
ツ
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

～
森
の
染
織
工
房
ア
ト
リ
エ
の
の
～

▲徳山湖の魅力をPRするムコアンジー
　（左：ムコさん　右：アンジーさん）

有 料 広 告 欄

有

料

広

告

欄

芽
室
町
を
Ｐ
Ｒ
！
移
住
フ
ェ
ア
参
戦

昨
年
度
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活

用
や
、
移
住
フ
ェ
ア
へ
の
参
加
な
ど
、
移

住
・
定
住
促
進
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て

い
ま
す
。

今
年
度
は
、
昨
年
度
同
様
に
首
都
圏
で

開
催
さ
れ
る
移
住
フ
ェ
ア
の
他
、
札
幌
で

開
催
さ
れ
た
「
移
住
ド
ラ
フ
ト
会
議
」
へ

の
参
加
や
、
町
内
の
移
住
者
同
士
で
交
流

会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

移
住
ド
ラ
フ
ト
会
議
は
、
移
住
検
討
者

を
「
選
手
」、
移
住
者
を
求
め
て
い
る
自

治
体
等
を
「
球
団
」
に
見
立
て
、
プ
ロ
野

球
の
ド
ラ
フ
ト
会
議
の
よ
う
に
自
治
体
や

企
業
が
移
住
者
を
指
名
す
る
と
い
う
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
指
名
選
手
が
重
複
し
た
場
合

は
く
じ
引
き
を
し
、
交
渉
権
を
獲
得
し
ま

す
。
今
回
、
芽
室
町
は
３
名
の
交
渉
権
を

獲
得
し
ま
し
た
。
実
際
に
芽
室
に
来
て
も

ら
い
、
町
の
魅
力
を
直
接
伝
え
て
、
移
住

に
向
け
て
交
渉
を
進
め
ま
す
。

10
月
、
11
月
に
は
大
阪
・
名
古
屋
・
東

京
の
３
都
市
で
行
わ
れ
る
移
住
フ
ェ
ア
に

も
参
加
し
ま
す
。

こ
う
し
た
取
組

を
通
じ
て
、
よ
り

多
く
の
方
に
芽
室

町
の
魅
力
が
伝
わ

る
よ
う
、
移
住
・

定
住
を
進
め
て
い

ま
す
。

だ
よ
り

芽

室

町

友
好
都
市

移住ドラフト会議の様子
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公
民
館
活
動

揖
斐
公
民
館

《
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
》

◆
日
時　

11
月
17
日（
日
）　

９
時
～ 

◆
場
所　

谷
汲
体
育
館

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

大
和
公
民
館

《
大
和
地
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
》

◆
日
時　

11
月
３
日（
日
）

　
　
　
　

開
会
式　

９
時
～ 

◆
場
所　

健
康
広
場
ビ
ッ
グ
ラ
ン
ド

　

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

北
方
公
民
館

《
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
》

◆
日
時　

11
月
24
日（
日
）　

９
時
～

◆
場
所　

北
方
小
学
校
体
育
館

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

清
水
公
民
館

《
秋
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
》

◆
日
時　

11
月
４
日（
月
・
休
） 

　
　
　
　

８
時
30
分
～
15
時
30
分

◆
集
合
場
所　

清
水
公
民
館

　

※
雨
天
の
場
合
は
順
延
。

　

※
行
先
は
滋
賀
県
方
面
の
予
定
で
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

小
島
公
民
館

《
に
こ
に
こ
学
級「
田
ん
ぼ
で
焼
き
芋
を
焼
こ
う
」》

◆
日
時　

11
月
20
日（
水
）　

10
時
～
12
時

◆
場
所　

小
島
公
民
館

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

𦙾
永
公
民
館

《
文
化
教
室
》

◆
日
時　

11
月
４
日（
月
・
休
）

　
　
　
　

８
時
～
17
時
30
分

◆
集
合
場
所　

養
老
鉄
道
揖
斐
駅
前

日
本
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
創
立
70
周
年

記
念
第
24
回
全
日
本
レ
デ
ィ
ー
ス

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
１
９
ぎ
ふ

清
流
大
会
空
手
道
競
技
男
子
形
２
部

◆
内
容　

�

岐
阜
歴
史
探
訪（
岐
阜
大
仏
と
岐
阜
城
）

　

※
鉄
道
で
岐
阜
市
ま
で
移
動
し
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

谷
汲
公
民
館

《
第
15
回
谷
汲
公
民
館
ま
つ
り
》

◆
日
時　

11
月
３
日（
日
）　

　
　
　
　

９
時
～
15
時
30
分

◆
場
所　

�

谷
汲
文
化
会
館
・
谷
汲
サ
ン
サ
ン

ホ
ー
ル

　

※
木
育
教
室
を
同
時
開
催
し
ま
す
。

　
　
（
９
時
～
12
時
）

《
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
》

◆
日
時　

11
月
15
日（
金
）

　
　
　
　

19
時
30
分
～
21
時
30
分

◆
場
所　

谷
汲
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
持
ち
物　

上
靴

《
花
い
っ
ぱ
い
運
動
》

◆
日
時　

11
月
22
日（
金
）　

14
時
～

◆
場
所　

各
地
区
で
開
催

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

春
日
公
民
館

《
春
日
文
化
祭
》

◆
日
時　

11
月
３
日（
日
）　

　
　
　
　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

◆
場
所　

春
日
振
興
事
務
所
５
階
大
ホ
ー
ル

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

久
瀬
公
民
館

《
瀬
音
ま
つ
り
》

◆
日
時　

11
月
３
日（
日
）

　
　
　
　

９
時
30
分
～
15
時

◆
場
所　

旧
久
瀬
中
学
校
体
育
館

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

坂
内
公
民
館

《
坂
内
文
化
祭
》

◆
日
時　

11
月
３
日（
日
）　

　
　
　
　

９
時
～
15
時
30
分

◆
場
所　

�

坂
内
小
中
学
校
体
育
館
、
坂
内
交

流
セ
ン
タ
ー

◆
内
容　

サ
ー
ク
ル
・
芸
能
発
表

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者
激
励
会

　

大
会
等
に
出
場
さ
れ
る
方
の
激
励
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大お
お

西に
し　

清き
よ

美み

さ
ん

（
東
津
汲
）

第
22
回
全
国
ヤ
ン
グ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
男
女
優
勝
大
会

第
57
回
全
国
空
手
道
選
手
権
大
会

大
和
小
学
校
４
年

　

今い
ま

村む
ら　

向こ
う

陽よ
う

さ
ん

（
上
南
方
）

北
方
小
学
校
５
年

　

柿か
き

木ぎ　

啓け
い

輔す
け

さ
ん

（
北
方
）

い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
２
０
１
９

成
年
女
子
ワ
イ
ル
ド

　
　
　
　

ウ
ォ
ー
タ
ー

北
和
中
学
校
３
年

　

井い

口ぐ
ち　

愛あ
い

梨り

さ
ん

（
上
南
方
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
成
年

　
　
　
　
　
　
　

男
子

　

立つ
い

木き　

雅ま
さ

也や

さ
ん

（
𦙾
永
）

羽
島
レ
デ
ィ
ー
ス

藤ふ
じ

田た　

真ま

衣い

さ
ん

（
和
田
）

川か
わ

村む
ら

日ひ

奈な

子こ

さ
ん

（
𦙾
永
）

野の

原は
ら　

瑠る

衣い

さ
ん

（
清
水
）

野の

原は
ら　

菜な

緒お

さ
ん

（
清
水
）

（
当
日
欠
席
）

西
濃
ジ
ュ
ニ
ア

揖
斐
川
中
３
年

　

窪く
ぼ

田た　

彩あ
や

人と

さ
ん

（
和
田
）

　

足あ

立だ
ち　

剛た
け

琉る

さ
ん

（
上
野
）
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第
63
回
揖
斐
郡
児
童
生
徒科学

作
品
展

第
７
回
揖
斐
郡
社
会
科
課
題
追
究

学
習
作
品
展

　

夏
休
み
に
、
児
童
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
の
課

題
を
も
っ
て
取
り
組
ん
だ
作
品
の
展
示
を
、

９
月
７
日（
土
）～
８
日（
日
）揖
斐
川
町
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
「
は
な
も
も
」
で
行
い
ま
し

た
。
多
く
の
作
品
の
中
で
次
の
17
人
の
作
品

が
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

《
科
学
作
品
展
》

●
科
学
研
究
の
部　

・
こ
ば
や
し　

ゆ
め
（
池
田
小
１
）　

・
杉す
ぎ

原は
ら　

秀し
ゅ
う汰た

朗ろ
う　

（
大
野
小
２
）

・
山や
ま

本も
と　

た
く
実み　

（
西　

小
３
）　

・
佐さ

竹た
け　

真ま

聡さ
と　
　

（
八
幡
小
４
）

・
鈴す
ず

木き　

花か

音の
ん　
　

（
池
田
小
５
）　
　

・
原は
ら

田だ　

聡さ
と

成な
り　
　

（
西　

小
６
）

・
須す

原は
ら　

塡み
づ

心は　
　

（
揖
斐
川
中
１
）　

・
佐さ

竹た
け　

麻ま

里り

伽か　

（
池
田
中
２
）

《
社
会
科
課
題
追
究
学
習
作
品
展
》

・
は
っ
と
り　

き
く
の
す
け
（
養
基
小
１
）

・
坪つ
ぼ

井い　

愛め

依い　
　

（
北　

小
３
）

・
山や
ま

本も
と　

ゆ
う
き　

（
西　

小
３
）　

 

・
牧ま
き　
　

え
い
し
ん
（
宮
地
小
３
）

・
服は
っ

部と
り　

朔さ
く

太た

朗ろ
う　

（
養
基
小
４
）　

・
道ど
う

家け　

宏こ
う

汰た　
　

（
池
田
小
４
）

・
藤ふ
じ

墳つ
か　

颯そ
う

天ま　
　

（
温
知
小
５
）　
　

・
河か
わ

瀬せ　

佳け
い

吾ご　
　

（
八
幡
小
６
）

・
高た
か

橋は
し　

秀し
ゅ
う歩ほ　
　

（
池
田
中
３
）

揖
斐
郡
教
育
研
修

　
　
　
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

揖
斐
郡
読
書
感
想
文

コ
ン
ク
ー
ル

　

９
月
９
日（
月
）に
行
わ
れ
た
郡
審

査
会
で
次
の
12
人
の
作
品
が
特
選
を

受
賞
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

・
宮み
や

島じ
ま　

百も
も

花か　

（
清
水
小
１
）

・
林は
や
し　
　

柚ゆ

子ず

菜な

（
温
知
小
１
）　
　

・
林は
や
し　
　

愛あ
い

來く　

（
八
幡
小
１
）　

・
竹た
け

中な
か　

絃げ
ん

貴き　

（
小
島
小
３
）　
　
　
　

・
植う
え

山や
ま　

あ
お
い
（
谷
汲
小
３
）

・
白し
ら

木き　

怜れ

奈な　

（
養
基
小
４
）

・
河か
わ

瀬せ　

明あ
か

莉り　

（
北
方
小
５
）

・
柘い
し

本も
と　

真ま

歩ほ　

（
小
島
小
６
）

・
久く

保ぼ

田た　

妃き

莉り

（
養
基
小
６
）

・
小お

川が
わ　

萌も

も々

子こ

（
揖
斐
川
中
３
）

・
石い
し

井い　

阿あ

子こ　

（
池
田
中
３
）

・
五い

十か

川が
わ　

凰こ
う

子こ

（
池
田
中
３
）

第
62
回
揖
斐
郡
駅
伝
大
会

期
日　

12
月
１
日
（
日
）
10
時
～

参
加
申
し
込
み　

　

11
月
５
日
（
火
）
17
時
ま
で

お
問
い
合
せ
・
申
込
先　

　

池
田
町
田
中
５
５
５　

　

揖
斐
郡
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
内

　

揖
斐
郡
体
育
協
会
事
務
局

　

℡
４
４

－

１
２
６
２　

職
員
の
夏
期
研
修

６
つ
の
研
修
講
座
を
開
催
し
、
３
１
４
名

の
教
職
員
が
受
講
し
ま
し
た
。
実
技
研
修
で

は
、
理
科
・
音
楽
に
つ
い
て
、
実
技
指
導
を

受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
学
級
経
営
に
つ
い
て

は
、
揖
斐
郡
内
の
小
学
校
及
び
中
学
校
の
先

生
よ
り
実
践
を
具
体
的
に
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
道
徳
教

育
、特
別
支
援
教
育
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
に
つ
い
て
も
、
専

門
の
先
生
か
ら
ご
指

導
い
た
だ
き
ま
し

た
。
受
講
者
は
、
講

師
の
話
を
熱
心
に
メ

モ
し
た
り
、
グ
ル
ー

プ
交
流
会
に
積
極
的

に
参
加
し
た
り
し

て
、
今
後
の
実
践
に

生
か
そ
う
と
し
て
い

ま
し
た
。

学
校
保
健
会
研
修
総
会

　

８
月
１
日（
木
）に
、
令
和
元
年
度
揖
斐
郡
学

校
保
健
会
研
修
総
会
が
、
揖
斐
川
町
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
「
は
な
も
も
」
で
開
催
さ
れ
、
学
校

保
健
に
関
す
る
表
彰
と
と
も
に
、「
ネ
ッ
ト
・

ゲ
ー
ム
依
存
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
に
は
」

と
題
し
て
、
各
務
原
病
院　
天あ
ま

野の

雄ゆ
う

平へ
い

先
生
に

よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

《
学
校
保
健
会
功
績
者
》

・
多た

代し
ろ　

友と
も

紀ゆ
き　

・
松ま
つ

原ば
ら　

正ま
さ

幸ゆ
き

《
歯
の
優
良
児
童
》

・
加か

藤と
う　

蓮れ
ん　

（
北
方
小
）　

・
齋さ
い

藤と
う　

碧あ
お

葉は

（
大
和
小
）

《
学
校
環
境
衛
生
活
動
最
優
秀
校
》
　

・
池
田
小　

《
学
校
環
境
衛
生
活
動
優
秀
校
》

・
北
小　

・
中
小　

・
温
知
小　

・
池
田
中

・
春
日
小
（
県
特
選
校
）

揖
斐
郡
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研
修
会

　

本
年
度
の
揖
斐
郡
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研
修
会

が
、
９
月
７
日
（
土
）
午
後
、
揖
斐
川
町
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
「
は
な
も
も
」
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
席
上
、
多
年
に
わ
た
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に

尽
力
さ
れ
た
団
体
と
個
人
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
研
修
会
で
は
、
東
小
学
校
及
び
池

田
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
実
践
発
表
を
も
と
に
、
積

極
的
な
活
動
内
容
を
学
び
合
っ
た
り
、
課
題
を

共
有
し
た
り
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
大
垣
市
立

北
小
学
校
教
頭　
古ふ
る

川か
わ

正ま
さ

浩ひ
ろ

氏
よ
り
「
親
と
し

て　

子
ど
も
に
ど
う
接
す
る
か
？
」
と
題
し
て

講
演
が
あ
り
、
情
報
メ
デ
ィ
ア
の
安
全
利
用
と

そ
れ
に
関
わ
る
親
子
関
係
の
あ
り
方
に
つ
い
て

研
修
し
ま
し
た
。

理科実験プログラム教育グループ交流会
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谷
汲
図
書
館
新
着
図
書
紹
介

【
一
般
書
】

・
ビ
ン
ボ
ー
で
も
楽
し
い
定
年
後　

森
永　

卓
郎
著

・
栄
光
へ
の
ノ
ー
サ
イ
ド　

増
田　

久
雄
著

・
ひ
と
り
暮
し　
　
　
　
　

赤
川　

次
郎
著

【
児
童
書
】

・
へ
ん
な
な
ま
え
の
い
き
も
の
事
典

�

大
渕　

希
郷
著

・
ご
み
育　
　
　
　
　
　
　

滝
沢　

秀
一
著

・
お
も
ち
ゃ
に
な
り
た
い
に
ん
じ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
神　

愛
作
・
絵

・
お
つ
き
さ
ま
の
と
も
だ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　

カ
ワ
チ　

レ
ン
作
・
絵

・
は
し
れ
！
お
べ
ん
と
う　

片
平　

直
樹
作

新
図
書
館
建
設
工
事
の
進
捗
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新
揖
斐
川
図
書
館
建
設
工
事
に
つ
い
て
、

10
月
は
Ｒ
Ｃ
造
部
の
躯
体
工
事
を
、
11
月
に

は
木
造
部
の
建
て
方
工
事
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
工
事
期
間
中
は
大
型
車
両
が
出
入
り
を

し
ま
す
。
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

現
場
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

木
造
部
の
建
て
方
工
事
時
に
現
場
見
学
会

を
開
催
し
ま
す
。
開
催
日
等
の
詳
細
は
い
び

が
わ
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
図
書
館
、
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

揖
斐
川
図
書
館

　
　
　
　
　
　
お
は
な
し
の
へ
や

日
時　

11
月
２
日（
土
）

　
　
　

10
時
30
分
～

大
型
絵
本「

１
ぴ
き
た
り
な
い
」

お
手
玉
あ
そ
び「
ぼ
く
の
く
れ
よ
ん
」

谷
汲
図
書
館
お
は
な
し
会

　

日
時　

11
月
16
日（
土
）

　
　
　
　

10
時
30
分
～

お
詫
び
と
入
場
制
限
の
実
施
に
つ
い
て

「
立
川
流
落
語
会
in
揖
斐
川
町
」

　

12
月
14
日（
土
）に
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

は
な
も
も
に
お
い
て
開
催
予
定
の「
立
川

流
落
語
会
in
揖
斐
川
町
」
に
は
、
販
売
初

日
か
ら
多
く
の
皆
様
に
チ
ケ
ッ
ト
を
ご
購

入
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
に
お
い
て
は「
３
歳

以
下
は
、
保
護
者
膝
上
に
限
り
無
料
、
た

だ
し
席
が
必
要
な
場
合
は
有
料
」
と
説
明

を
し
、
販
売
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
落
語
は
音
楽
な
ど
と

異
な
り
、
小
さ
な
お
子
様
が
泣
い
た
り
す

る
と
他
の
お
客
様
が
集
中
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
販
売
後
の

取
り
扱
い
の
変
更
で
恐
縮
で
す
が
、
原
則

と
し
て
未
就
学
児
の
入
場
に
つ
い
て
は
お

断
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
い
た
し

ま
す
。

　

当
方
の
確
認
不
足
で
、
当
日
を
楽
し
み

に
さ
れ
た
皆
様
に
は
不
快
な
思
い
を
さ
せ

ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
お
詫
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
趣
旨
を

ご
理
解
い
た
だ
き
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

既
に
未
就
学
の
お
子
様
の
チ
ケ
ッ
ト
を

購
入
さ
れ
ま
し
た
方
は
大
変
お
手
数
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
を
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

な
お
、
当
日
は
、
当
町
保
育
士
に
よ
る

無
料
の
託
児
所
を
開
設
い
た
し
ま
す
の
で

ご
連
絡
の
上
ご
利
用
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
せ

　

揖
斐
川
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
な
も
も

　

℡
２
２

－

１
１
２
０

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
す
く
す
く
読
み
聞
か
せ
講
座
」

　
　
　
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
講　

師　

家
庭
文
庫「
ぷ
う
」
主
宰

天
野
知
子
先
生

■
と　

き　

11
月
５
日（
火
）　

　
　
　
　
　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
対　

象　

２
歳
～
３
歳　

親
子

■
場　

所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

■
定　

員　

親
子
15
組　

■
申
込
み　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
登
録

し
て
い
る
親
子
は
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
、
そ
の

他
の
親
子
は
、
揖
斐
川
図
書
館
へ
お
願
い
し

ま
す
。

11
月
の
休
館
日

《
三
館
共
通
》

■
毎
週
月
曜
日

■
５
日（
火
）、
26
日（
火
）

《
揖
斐
川
図
書
館
》

　

８
日（
金
）・
９
日（
土
）・
10
日（
日
）

　

※
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
開
催
の
た
め

《
谷
汲
・
坂
内
図
書
館
》

　

29
日（
金
）
※
図
書
整
理
日

お
は
な
し
会

図
書
の
寄
贈

揖
斐
川
町
大
光
寺
の
有
限
会
社
揖
斐

川
清
掃
宮
本
実
浩
様
か
ら
、
図
書
を

５
４
０
冊
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

文
芸
書
の
ほ
か
、
手
芸
、
美
術
な
ど
の

実
用
書
や
ビ
ジ
ネ
ス
書
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
汚
染
等
の
時
事
問
題
に
関
す
る
図
書

等
、色
々
な
分
野
の
図
書
が
あ
り
ま
す
。

11
月
末
ま
で
、
揖
斐
川
図
書
館
の
新
刊

コ
ー
ナ
ー
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

ご
芳
志
に
添
い
多
く
の
人
に
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
展
示
期
間
終

了
後
も
、
企
画
展
示
等
で
活
用
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

▲新刊コーナー「寄贈図書の展示」

※
寄
贈
図
書
か
ら

知
ろ
う
！
話
そ
う
！
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染

▲� プラスチックの現実と
　未来へのアイデア
　（高田 秀重監修）
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～子育て支援センターには
楽しいことがいっぱい～

◎電車でGo!
会場　うすずみ桜の里・ねお
日時　11月１日（金）
　　　９：30～ 14：00
樽見鉄道とバスを使って“根
尾”まで行きます。

☆子育て支援センターは、子ども（０～18歳未満）の
　あらゆる相談窓口です。
＊一人で悩んでいないで気軽にご相談ください。

日 月 火 水 木 金 土
1
♪電車でGo!

2

3
文化の日

4
振替休日

5
♪読み聞かせ講座
（いちご　りんご）

6
♥教えてドクター

7 8 9

10
いびがわマラソン

11
育児相談
サーキット

12
♪音楽のひろば
　ハーモニー

13
出前保育
きよみず幼児園
※ピッコロ12月号
　（午後）発刊予定

14
♥発育測定

15
♪森のおさんぽ会
　揖斐地区播隆山

16
第３土曜開館日

17 18
育児相談
サーキット

19 20
★♪久瀬公民館
　　料理教室
※支援センター活動行
事申し込み開始予定

21 22 23
勤労感謝の日

24 25
育児相談
サーキット

26
♪子育てと仕事の両
立をしたい方のた
めのハローワーク

27
出前保育
たにぐみ幼児園

28
♪リトミック

29
♥お話ルーム
　おはなしたまご
♪誕生会

30

【11月の活動予定】

揖斐川
揖斐川町南方193　℡ 23-1136
開館日　月曜日～金曜日・第３土曜日
　　　　9：00～ 16：00

◎森のおさんぽ会
会場　揖斐地区　播隆山
日時　11月15日（金）
　　　9：45～ 11：30
播隆山を散策し、見たり
触れたり自然を感じま
しょう。◎出前保育

会場　久瀬公民館
日時　11月20日（水）
　　　9：45～ 12：00
子どもの体にとって良い料理
を食生活連絡協議会の会員さ
んに教えてもらいます。

・行事の申込みは、前月の中頃より実施日前日まで、揖斐川子育
て支援センターで受付けています。（電話予約不可）
♥は要申込み　♪は要申込みで人数制限があります。
★は、他地域の方も参加できます。

◎リトミック
会場　子育て支援センター　ホール
日時　11月28日（木）
　　　10：30～ 11：30
リズムに合わせて体を動かしながら、
親子のふれ合いを楽しみます。

◎町内の幼児園　なかよしタイム
　今月は11月13日（水）
　　　　11月27日（水）です
◎揖斐幼稚園　開放日
　11月20日（水）
　♪幼稚園へ申込みください。
　　　　　　　　　　　（当日可）
　℡２２－６００８

※子育てについて職員とおしゃべりをしましょう。
※荒天のため行事を中止する場合がありますので、心配な方はセンターにお問い合わせください。

◎教えてドクター
会場　子育て支援センター
　　　ショコラルーム
日時　11月６日（水）
　　　14：00～ 15：00
前揖斐厚生病院小児科部長　後藤先
生に18歳までの子どもを持つ親を
対象に専門的な話が聞けます。

♥子育てクリスマス会の参加募集をします♥
クリスマス会を今年も実施します。子育て仲間やボランティアさんと一緒に楽しいひと時を過ごしましょう。
日 時　12月６日（金）　10：00～ 11：30　
場 所　揖斐川子育て支援センター・ホール
募集人数　子ども50人
申 込 日　※町内在住の方対象　　参加費必要
　 　11月５日（火）から

　　　　　※町外在住の方対象　　参加費必要
　 　11月11日（月）から　 ＊定員になり次第締め切ります。
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揖斐川町は、住民の皆さんの子育てを応援しています。
～子育て支援センターの紹介～

～ルーム活動　スタンプあそび～
　支援センターの畑で栽培した野菜が大きくなり、収穫時期を過ぎた野菜（オクラ・ナス）を使ってスタン
プあそびを親子で楽しみました。子どもたちのお気に入りは“オクラ”で星形のスタンプを紙に押しては見
入っていました。台紙いっぱいに押された野菜スタンプを自慢げに見せてくれました。

●
「
も
っ
と
、
や
っ
た
げ
る
ね
」

～
た
に
ぐ
み
幼
児
園
～

　

た
に
ぐ
み
幼
児
園
で
は
、
年
間
を
通
し
て
地

域
の
お
年
寄
り
や
園
児
の
祖
父
母
を
園
に
お
招

き
し
た
り
、
地
域
の
老
人
施
設
を
訪
問
し
た
り

し
て
い
ま
す
。

　

園
で
開
催
し
て
い
る
「
ほ
の
ぼ
の
広
場
」
で
は
、

手
遊
び
や
リ
ズ
ム
遊
び
を
し
て
か
ら
、
音
楽
に

合
わ
せ
て
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

体
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
ま
し
た
。
最
初
は
、
緊
張

気
味
の
子
ど
も
達
で
し
た
が
、
音
楽
に
合
わ
せ

て
触
れ
合
う
う
ち
に
自
然
と
会
話
も
弾
み
「
き

も
ち
い
い
？
」「
あ
～
き
も
ち
が
い
い
。
じ
ょ
う

ず
や
な
ぁ
」「
も
っ
と
、
や
っ
た
げ
る
ね
」「
あ

り
が
と
う
な
ぁ
」
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
い
認
め
て
も
ら
う
喜
び

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
楽
し
い
ひ
と
時
を
通
し
て
、
お
年

寄
り
に
心
身
と
も
に
健
康
で
過
ご
し
て
い
た
だ

く
よ
う
子
ど
も
達
の
元
気
を
送
り
、
お
年
寄
り

か
ら
は
穏
や
か
に
優
し
く
受
け
止
め
て
も
ら
え

る
嬉
し
さ
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
お
年
寄
り
の
方
々
と
の
交
流
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
地
域
の
方
々
か
ら
見
守
り
愛
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
感
じ
取
り
、
心
豊
か
に
育
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

警察官を名乗る不審な電話に要注意
揖斐警察署の警察官を名乗る者から
　・詐欺グループを検挙したところ、あなた名義のカード（キャッシュカードやクレジットカード、住所リストと言う
場合もある）が見つかりました。

　・あなたの個人情報が漏れていますが、不審な電話等かかって来ていないでしょうか。
　・口座を凍結する必要がありますので、持っている銀行のキャッシュカードと預金額を教えてください。
　・銀行協会の者と一緒に警察官がお伺いします。
　などと言ってかかってくる電話が増えています。

警察官が
　○預金額の確認
　○カード回収目的の訪問　
　をすることはありませんので、それらの電話には絶対に応じないでください。

また警察官を名乗る者が自身の所属等を話した場合でも、
　○話し方に違和感を感じた場合は一度切って折り返しの電話をすることを説明し、
　　長時間の電話に応じないようにしてください。

～揖斐警察署からのお願い～
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日にち：11月28日（木）
時　間：19：00～20：30（受付 18：40～）
場　所：揖斐川保健センター
講　師：谷汲中央診療所　医師　西脇　健太郎　先生
内　容：楽しいミニ講座、喫煙度チェック、
　　　　呼気中一酸化炭素濃度測定、禁煙治療について
　　　　などなど・・・。
　　　　☆申込み締め切り　11月26日（火）まで

　10月１日～11月30日は、麻薬・覚醒剤乱用防止運動月間です。
　近年、大麻による犯罪検挙者数が増加しており、特に若い方の増加が社会問題
となってきています。薬物の乱用は、個人の健康被害だけではなく、様々な犯罪
の誘因にもなり、私たちの生活に危害をもたらすことにもなります。
　そのため、国民一人一人認識を高め、麻薬・覚醒剤などの薬物乱用の根絶を図
りましょう。

【お問い合せ】　西濃保健所揖斐センター生活衛生係　℡ 0582-23-1111（内線262）

「ダメ。ゼッタイ。」麻薬・覚せい剤・大麻の乱用をなくそう！

※ 禁煙を強制することはしません。
※ 禁煙をしたい方には、保健師が個別でサポートを行っています。お気軽にご相談ください。
☆参加申込み、お問い合せは　揖斐川保健センター（℡ 23-1511）

卒煙教室を開催します!!

開 催 日 時　2019年11月10日（日） 　10：00 ～ 12：00
受付電話番号　058-267-0711
※岐阜県保険医協会会員の医師が無料で相談に応じます。なお今回の相談は

医科領域のみで、歯科相談は実施しておりません。

電話健康相談

【お問い合せ】　岐阜県保険医協会　事務局　
〒 500-8844　岐阜市吉野町 6-14 大樹生命岐阜駅前ビル６階
℡ 058-267-0711　FAX058-267-0712
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○
揖
斐
川
町
立
保
育
所
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及
び
同
法
施
行

令
等
の
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
特
定
教
育･

保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
、
特
定
教
育
・

保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運

営
に
関
す
る
基
準
等
の
改
正
に
伴
い
、
所
要

の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
の
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改
正

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

予
算
案
件

○
令
和
元
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
３
号
）

　

補
正
額

　
　
　

４
億
５
５
２
３
万
０
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

　
　
　

１
４
３
億
１
９
４
４
万
７
０
０
０
円

○
令
和
元
年
度
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

補
正
額　

２
５
０
４
万
９
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

　

２
７
億
９
１
２
４
万
９
０
０
０
円

○
令
和
元
年
度
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
直

診
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

補
正
額　
　
　

４
５
万
８
０
０
０
円
増
額

報
告
案
件

○
平
成
30
年
度
揖
斐
川
町
財
政
健
全
化
判
断

比
率
の
報
告

○
平
成
30
年
度
揖
斐
川
町
公
営
企
業
資
金
不

足
比
率
の
報
告

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す

る
法
律
の
規
定
に
よ
り
、報
告
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
案
件

○
揖
斐
川
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
、
印
鑑
登
録
証

明
事
務
処
理
要
綱
の
改
正
等
に
伴
い
、
所
要

の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

　

地
方
公
務
員
法
、
地
方
自
治
法
の
改
正
に

よ
り
、
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
が
創
設
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本
条
例
が
制
定
さ
れ
ま

し
た
。

○
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

　

揖
斐
川
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
伴

い
、
関
係
条
例
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係
る

措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
法

律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

　

成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係
る

措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律

の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
関

係
条
例
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

令和元年第６回揖斐川町議会定例会が、９月３日から10日までの８日間の会期で開催されました。
３日の定例会初日には、町長から計47議案についての提案説明と、天羽茂喜監査委員による監査報
告が行われました。このうち２件の報告と、３議案が可決・同意され、残る議案の審査は各委員会に
付託されました。
４日には、平成30年度23会計の決算認定について、決算特別委員会で審査されました。
５日は、総務文教・民生建設の各常任委員会が開催され、それぞれ付託された議案の審査が行われ
ました。
９日の定例会２日目には、７名の議員が一般質問を行いました。
10日の定例会最終日は、付託された議案の審査結果が各委員長から報告され、質疑・討論・採決が
行われ、すべての議案が可決・認定されました。
本定例会に提出された案件の主な内容、また一般質問及び答弁の要旨は次のとおりです。

第６回揖斐川町議会 定例会

議 会 だ よ り
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補
正
後
予
算
額

　

８
２
８
５
万
８
０
０
０
円

○
令
和
元
年
度
揖
斐
川
町
大
和
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

補
正
額　
　
　

６
３
万
３
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

２
３
５
３
万
３
０
０
０
円

○
令
和
元
年
度
揖
斐
川
町
北
部
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

補
正
額　
　

７
５
９
万
０
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

１
億
４
２
３
９
万
０
０
０
０
円

○
令
和
元
年
度
揖
斐
川
町
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

補
正
額　

３
５
５
１
万
０
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

８
億
１
９
５
２
万
８
０
０
０
円

○
令
和
元
年
度
揖
斐
川
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

補
正
額　

３
２
５
９
万
２
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

５
億
９
２
０
９
万
２
０
０
０
円

○
令
和
元
年
度
揖
斐
川
町
個
別
排
水
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

補
正
額　
　
　

３
２
万
２
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

１
億
２
２
６
２
万
２
０
０
０
円

○
令
和
元
年
度
揖
斐
川
町
町
営
住
宅
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

補
正
額　
　
　

６
０
万
１
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

　
　
　
　

７
５
７
０
万
１
０
０
０
円

○
令
和
元
年
度
揖
斐
川
町
地
域
情
報
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

補
正
額　
　

１
２
４
万
２
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

１
億
２
５
９
４
万
２
０
０
０
円

○
令
和
元
年
度
揖
斐
川
町
谷
汲
財
産
区
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

補
正
額　
　
　

９
２
万
７
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額　

４
９
８
万
７
０
０
０
円

○
令
和
元
年
度
揖
斐
川
町
上
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

　

補
正
額　

１
億
２
９
０
万
４
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

６
億
４
５
５
１
万
５
０
０
０
円

決
算
案
件

○
平
成
30
年
度
一
般
会
計
及
び
21
特
別
会
計

と
上
水
道
事
業
会
計
の
決
算
認
定

　

合
わ
せ
て
23
会
計
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

人
事
案
件

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

次
の
方
を
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

　

増
田　

正
則
さ
ん（
三
倉
）

そ
の
他
の
案
件

○
財
産
の
処
分

　

所
在
地　

谷
汲
名
礼
字
東
黒
岩
１
２
２
３

　

番
１　

ほ
か
９
筆　

５
４
６
６
㎡

　

処
分
価
格　
　

２
８
４
２
万
３
２
０
０
円

　

契
約
の
相
手
方　
　

有
限
会
社　

伊
藤

○
揖
斐
川
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変
更

　

新
規
事
業
の
追
加
等
に
よ
り
、
計
画
の
一

部
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

9
月３

日　

第
６
回
町
議
会
定
例
会
（
初
日
）

４
日　

決
算
特
別
委
員
会

５
日　

第
３
回
総
務
文
教
常
任
委
員
会

５
日　

第
３
回
民
生
建
設
常
任
委
員
会

９
日　

第
６
回
町
議
会
定
例
会

　
　
　
（
２
日
目
）
一
般
質
問

10
日　

第
６
回
町
議
会
定
例
会（
最
終
日
）

10
日　

第
１
回
土
地
施
設
特
別
委
員
会

10
日　

第
１
回
議
会
改
革
推
進

　
　
　

特
別
委
員
会

く
救
命
、
心
肺
蘇
生
を
行
う
か
が
生
死
を
分

け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

強
い
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
て
心
筋
の
痙

攣
を
除
去
す
る
電
気
的
細
動
が
、
最
も
効
果

的
で
、
こ
の
電
気
的
細
動
を
自
動
的
に
行
う

の
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
す
。

　

こ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所
を
明
確
に
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
マ
ッ
プ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り

ま
す
か
。
役
場
職
員
や
町
民
に
ど
の
よ
う
に

認
知
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
か
。

　

そ
れ
か
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、

私
も
３
回
程
説
明
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
職
員
の
取
り
組
み
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

有
事
の
際
は
、時
間
が
勝
負
と
な
り
ま
す
。

町
民
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
実
際
に
触
れ
る
機
会
を
設

け
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

患
者
は
昼
だ
け
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
夜
の

場
合
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
公
共
施
設
の
室
内
設
置
が
多
く
、

夜
間
対
応
は
出
来
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
公
共

施
設
の
屋
外
に
設
置
出
来
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
１
１
９
番
通
報
す
れ
ば
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

が
ど
こ
に
あ
る
か
分
か
る
よ
う
な
体
制
は
取

れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う

に
お
考
え
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

住
民
福
祉
部
長

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
日
本
で
２
０
０
４
年
、
一
般

市
民
に
使
用
が
認
め
ら
れ
て
以
降
、
各
施
設

で
の
設
置
が
急
速
に
普
及
し
、
公
的
施
設

や
人
が
多
く
集
ま
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
、
心
停
止
の
リ
ス
ク
が
高
い
ス
ポ
ー
ツ

施
設
等
に
設
置
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
本
庁
舎
や
各
振
興
事
務
所
、
幼

児
園
、
小
中
学
校
、
公
民
館
等
の
施
設
に
計

59
台
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置

議
会
活
動
報
告

ここが聞きたい
一般質問

議員７名が町政を問う

本定例会の一般質問の要旨をお知
らせします。（紙面の都合上、質問
及び答弁は要約しています。）

平
井　
豊
司 

議
員

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所
と
取
扱
い
に
つ
い
て

　

心
臓
に
か
か
る
突
然
死
の
主
な
原
因
に
は

心
室
細
動
や
心
室
頻
拍
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
心
室
細
動
や
心
室
頻
拍
は
、
心
臓
が

正
し
い
リ
ズ
ム
で
脈
を
打
た
ず
に
痙
攣
す
る

状
態
を
指
し
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
不
整
脈
が

起
こ
る
と
、
発
生
か
ら
１
分
ご
と
に
救
命
率

が
７
～
10
％
下
が
る
と
い
わ
れ
、
い
か
に
早
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ジ
タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
閣
僚
会
議
」
に
お
い

て「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
及
び
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
活
用
促
進
に
関
す
る
方

針
」
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
方
針
で
は
、
普
及
促
進
等
を
図
る
た
め

の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
示
し
て
お
り
、
そ
の
中

で
健
康
保
険
証
利
用
、
国
家
公
務
員
や
地
方

公
務
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
推

進
な
ど
の
内
容
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
家
公
務
員
及
び
地
方
公
務
員
等
に
は
、

本
年
度
内
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
一

斉
取
得
を
推
進
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
町
と

し
て
は
、
国
の
基
本
方
針
を
踏
ま
え
、
取
得

推
進
の
お
願
い
を
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

 

大
西　
政
美 

議
員

冠
山
峠
道
路
完
成
を
見
据
え
た
若
者
の
交
流

に
つ
い
て

　

８
月
21
日
、
福
井
県
池
田
町
議
会
と
の
交

流
会
が
冠
山
峠
道
路
工
事
現
場
の
揖
斐
川
町

側
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
交
流
会
の
目
的

は
冠
山
峠
道
路
工
事
の
早
期
完
成
、
両
町
の

発
展
と
活
性
化
で
す
。

　

両
町
長
か
ら
は
、
早
期
完
成
と
完
成
後
の

経
済
効
果
を
生
み
出
す
方
策
や
施
策
を
今
か

ら
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

福
井
県
池
田
町
に
は
、
ツ
リ
ー
ピ
ク
ニ
ッ
ク

ア
ド
べ
ン
チ
ャ
ー
池
田
、
廃
校
舎
体
育
館
で

の
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、
お
も
ち
ゃ
ハ
ウ
ス

等
、
若
者
に
人
気
の
観
光
施
設
が
あ
り
ま
す
。

　

冠
山
の
東
側
で
あ
る
揖
斐
川
町
に
は
徳
山

湖
や
徳
山
ダ
ム
、
藤
橋
城
西
美
濃
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
等
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
冠
山
の

東
西
に
は
観
光
資
源
が
多
く
存
在
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
小
・
中
学
生
を
含
め
た
若
者
の

場
所
を
表
示
し
た
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
作
成

し
て
お
ら
ず
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
設
置
場
所

一
覧
を
掲
載
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

今
後
は
、
町
の
公
共
施
設
に
お
け
る
Ａ
Ｅ

Ｄ
設
置
場
所
の
一
覧
に
加
え
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置

マ
ッ
プ
を
広
報
誌
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

町
職
員
及
び
一
般
の
方
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
扱
い

講
習
に
つ
い
て
、
２
０
１
５
年
か
ら
毎
年
、
い

び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
開
催
前
に
揖
斐
郡
消
防
と

揖
斐
厚
生
病
院
の
協
力
の
も
と
、
全
職
員
及

び
一
般
住
民
で
あ
る
マ
ラ
ソ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
に
講
習
を
受
け
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
小
学
校
に
お
い
て
は
、
毎
年

夏
休
み
前
に
保
護
者
の
方
を
対
象
に
講
習
を

実
施
し
て
お
り
、
そ
の
他
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や

福
祉
団
体
、
町
消
防
団
や
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

等
各
種
団
体
に
お
い
て
も
講
習
を
実
施
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
今
後
も
機
会
を
捉
え
て
Ａ
Ｅ

Ｄ
講
習
を
開
催
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

夜
間
対
応
を
可
能
に
す
る
た
め
の
公
共
施

設
屋
外
設
置
に
つ
い
て
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
正
常

に
作
動
す
る
た
め
の
保
管
場
所
の
温
度
管
理

や
雨
、
落
雷
へ
の
対
応
、
盗
難
対
策
な
ど
の

問
題
が
あ
る
た
め
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し

た
い
と
考
え
ま
す
。

　

１
１
９
番
通
報
し
た
と
き
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置

場
所
が
わ
か
る
体
制
で
す
が
、
揖
斐
郡
消
防

組
合
で
は
管
内
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
状
況
を
把
握

し
て
お
り
、
１
１
９
番
通
報
時
に
は
、
現
場

の
状
況
に
応
じ
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場
所
を
情
報

提
供
で
き
る
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

小
倉　
昌
弘 

議
員

危
険
な
家
屋
の
解
体
に
つ
い
て

　

国
道
４
１
７
号
線
沿
い
の
三
輪
地
区
と
下
岡

島
地
区
に
危
険
と
思
わ
れ
る
家
屋
が
２
軒
あ

り
ま
す
。
棟
や
瓦
も
落
ち
て
い
ま
す
。
補
強

さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
と
て
も
倒
壊
を
防
ぐ

事
の
出
来
る
よ
う
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
家
屋
の
補
強
工
事
は
家
屋
の
持
ち
主

が
行
っ
て
い
る
の
か
、
行
政
が
行
っ
た
の
か

お
尋
ね
し
ま
す
。

　

国
道
沿
い
で
事
故
が
起
き
る
可
能
性
が
あ

り
、
早
急
に
解
体
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す

が
、
持
ち
主
に
は
要
請
し
て
い
る
の
か
、
持

ち
主
が
撤
去
で
き
な
け
れ
ば
、
町
が
代
執
行

と
い
う
形
で
も
解
体
が
必
要
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
が
、町
の
考
え
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

町 

長

　

議
員
お
話
の
家
屋
は
、
個
人
で
所
有
さ
れ

て
い
る
も
の
で
、
県
及
び
町
か
ら
家
屋
の
適

正
な
管
理
の
要
請
及
び
依
頼
を
受
け
た
所
有

者
が
単
管
や
木
材
で
の
予
防
措
置
や
家
屋
の

一
部
撤
去
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

所
有
者
へ
の
要
請
は
、
県
及
び
町
よ
り
、

建
築
物
の
適
正
な
管
理
を
求
め
る
文
書
を
出

し
て
、
そ
の
都
度
、
現
地
で
是
正
指
導
を
実

施
し
て
お
り
、そ
の
際
は
町
職
員
も
同
行
し
、

県
と
同
様
に
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

　

個
人
所
有
の
建
物
は
、
個
人
の
財
産
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
所
有
者
の
責
任
に
お
い

て
適
正
に
管
理
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、

解
体
や
撤
去
、
補
強
工
事
等
も
同
様
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
２
軒
の
家
屋
は
、
建
築
基
準

法
の
対
象
と
な
る
と
思
わ
れ
、
代
執
行
に
つ

い
て
は
県
が
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
、
町
で

は
実
施
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
県
に
対

し
て
法
令
に
基
づ
く
適
切
な
措
置
を
実
施
い

た
だ
く
よ
う
要
請
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
今
後
も
引
き
続
き
状
況
を

注
視
す
る
と
と
も
に
県
と
連
携
し
、
建
物
所

有
者
に
は
解
体
や
撤
去
も
含
め
た
建
築
物
の

適
正
な
管
理
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
粘
り
強

く
指
導
し
て
い
く
考
え
で
す
。

小
倉　
昌
弘 

議
員

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て

　

新
聞
報
道
で
、
政
府
が
国
・
地
方
全
て
の

公
務
員
に
、
個
人
番
号
が
記
載
さ
れ
た
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
２
０
１
９
年
度
末
ま
で

に
取
得
さ
せ
る
と
あ
り
ま
し
た
。

　

交
付
申
請
書
を
一
斉
に
配
り
手
続
き
を
強

く
促
す
ほ
か
、
身
分
証
と
の
一
体
化
を
拡
大

し
て
携
帯
が
必
須
な
状
況
を
増
や
す
計
画
と

の
こ
と
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
作
成
す
る
と
、

身
分
証
、
健
康
保
険
証
と
し
て
毎
日
持
ち
歩

く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
国
の
計
画
通
り
に
進

め
ば
、免
許
証
、銀
行
等
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
、
ス
ー
パ
ー
等
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
に
も

使
え
る
よ
う
に
な
り
、
様
々
な
個
人
情
報
が

一
つ
の
番
号
に
入
り
大
変
危
険
で
す
。も
し
、

悪
用
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
個
人

の
不
注
意
、
責
任
で
済
ま
さ
れ
な
い
よ
う
な

こ
と
も
起
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
に
つ
い

て
、
町
の
考
え
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

町 

長

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は「
公
平
・
公
正
な

社
会
の
実
現
」「
国
民
の
利
便
性
の
向
上
」「
行

政
の
効
率
化
」
と
い
う
３
つ
の
目
的
の
た
め

に
導
入
さ
れ
た
制
度
で
す
。

　

国
で
は
、
国
民
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

メ
リ
ッ
ト
を
よ
り
実
感
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
社

会
の
早
期
実
現
に
向
け
て
、本
年
６
月
の「
デ
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存
在
で
、
岐
阜
県
名
城
百
選
の
一
つ
で
す
。

１
３
９
０
年
に
落
城
、
そ
の
後
、
新
た
に
本

郷
城
を
築
き
小
島
城
は
廃
城
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
関
係
も
あ
り
、
池
田
町
本
郷
の
遠

藤
さ
ん
が
、
土
岐
氏
と
京
極
氏
の
戦
い
で
の

戦
死
者
の
霊
を
慰
め
る
た
め
、
私
財
を
投
げ

打
ち
観
音
像
を
奉
り
、
今
日
ま
で
33
年
間
、

小
島
城
伊
吹
自
然
春
日
東
山
公
園
の
清
掃
活

動
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

す
ぐ
近
く
に
上
ケ
流
の
天
空
の
茶
畑
が
あ

り
ま
す
。
天
空
の
茶
畑
よ
り
小
島
城
に
、
そ

の
昔
荷
物
を
馬
に
乗
せ
て
運
ん
だ
と
い
わ
れ

る
馬
道
が
現
存
し
ま
す
。
こ
の
道
を
学
術
調

査
し
、
小
島
城
か
ら
天
空
の
茶
畑
と
自
由
に

散
策
可
能
に
な
れ
ば
、
観
光
客
も
今
以
上
に

増
加
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

町
に
は
偉
大
な
宮
大
工
内
田
仙
司
棟
梁
が

建
て
た
神
社
仏
閣
が
現
存
し
て
い
ま
す
。
平

成
25
年
に
は「
宮
大
工
内
田
仙
司
棟
梁
と
建

築
」
と
題
し
て
特
別
企
画
展
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
春
日
地
区
に
は
、
内
田
仙
司
が
手
掛

け
た
と
さ
れ
る
神
社
仏
閣
が
９
つ
あ
り
、
中

で
も
、
美
束
安
土
の
発
心
寺
は
、
建
築
当
時

の
姿
を
今
も
残
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
春
日
古
屋
地
区
の
笹
又
に
は
、
織

田
信
長
が
手
掛
け
た
と
い
う
薬
草
が
現
存
し

て
い
ま
す
。
こ
の
周
辺
に
は
カ
タ
ク
リ
が
山

一
面
に
生
息
し
て
お
り
ま
す
。３
年
前
に
は
、

環
境
省
の
全
国
５
０
０
箇
所
生
態
系
保
全
に

重
要
な
里
地
・
里
山
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

春
日
地
区
は
、
揖
斐
川
・
根
尾
川
水
系
に

比
べ
る
と
比
較
的
未
開
発
な
地
域
が
多
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
裏
を
返
す
と
開
発
の

方
法
に
よ
っ
て
は
大
き
な
魅
力
の
あ
る
地
域

で
す
。

　

小
島
城
跡
、
上
ケ
流
の
天
空
の
茶
畑
、
内

田
仙
司
の
文
化
財
的
な
建
物
、
君
が
代
発
祥

の
さ
ざ
れ
石
、
そ
し
て
開
発
が
期
待
さ
れ
る

交
流
会
、
各
種
団
体
の
文
化
・
軽
ス
ポ
ー
ツ

交
流
会
、
冠
山
峠
道
路
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
見

学
会
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
と
思
い
ま
す

が
、
町
の
考
え
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

町 

長

　

冠
山
峠
道
路
は
、
現
在
着
実
に
工
事
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
完
成
し
ま
す
と
日
本
海
と

伊
勢
湾
を
結
ぶ
道
路
と
し
て
、
災
害
時
の
交

通
の
確
保
や
周
辺
自
治
体
に
よ
る
広
域
周
遊

観
光
ル
ー
ト
の
形
成
、
観
光
交
流
人
口
の
増

加
な
ど
、
期
待
さ
れ
る
効
果
は
非
常
に
大
き

い
も
の
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
お
互
い
の
地
域
の
人

的
交
流
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
も
ひ
と
つ
の
効

果
で
あ
り
、
そ
の
機
会
を
創
出
す
る
施
策
を

行
う
こ
と
は
お
互
い
の
人
づ
く
り
、
ま
ち
づ

く
り
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
企
画
部
長
よ
り

お
答
え
し
ま
す
。

企
画
部
長

　

福
井
県
池
田
町
と
揖
斐
川
町
と
の
交
流

は
、
関
係
人
口
や
交
流
人
口
を
増
加
さ
せ
、

地
域
の
活
性
化
を
図
る
手
段
と
し
て
非
常
に

有
効
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

あ
ら
ゆ
る
年
代
層
の
方
が
交
流
す
る
こ
と

で
、
様
々
な
視
点
か
ら
自
ら
が
行
う
地
域
づ
く

り
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

当
町
の
坂
内
川
上
地
区
で
は
、
八
草
ト
ン

ネ
ル
が
開
通
し
た
こ
と
に
よ
り
、
地
区
の
盆

踊
り
に
長
浜
市
金
居
原
地
区
の
方
が
参
加
す

る
と
い
っ
た
地
区
レ
ベ
ル
で
交
流
が
行
わ
れ

て
お
り
、
道
路
整
備
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の

効
果
の
一
例
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
交
流
を
行
う
こ
と
が
今
後
の

地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
の
か
、
課
題
は
何
か

も
含
め
て
今
後
検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

ト
ン
ネ
ル
工
事
の
見
学
会
に
つ
い
て
は
、

ど
こ
で
も
実
施
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
工
事
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
関
係
機
関
と
の
協
議

の
上
、
今
後
検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

大
西　
政
美 

議
員

揖
斐
川
町
管
理
の
街
路
灯
、
防
犯
灯
の
定
期

点
検
状
況
に
つ
い
て

　

最
近
、
揖
斐
川
町
内
の
歩
道
橋
等
の
常
夜

灯
の
故
障
、
外
津
汲
橋
の
街
路
灯
の
故
障
な

ど
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
防
犯
灯
、
街
路
灯
の
定
期
点
検
状

況
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

総
務
部
長

　

町
が
管
理
す
る
照
明
施
設
は
、
道
路
照
明

灯
、
公
園
内
の
照
明
、
橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
照

明
や
防
犯
灯
等
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
ト
ン
ネ
ル
照
明
に
つ
い
て
は
、
毎

年
の
施
設
点
検
の
中
で
点
検
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
道
路
照
明
灯
等
に
つ

い
て
は
、定
期
点
検
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

毎
月
実
施
し
て
い
る
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
時

に
、
そ
の
他
の
道
路
施
設
同
様
に
道
路
照
明

灯
な
ど
に
つ
い
て
も
、
巡
視
を
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

故
障
や
球
切
れ
に
つ
い
て
は
、
区
長
さ
ん

を
は
じ
め
、
地
域
住
民
の
方
々
か
ら
の
連
絡

を
受
け
、
現
地
を
確
認
し
そ
の
都
度
修
繕
を

実
施
し
て
お
り
、
修
繕
に
つ
い
て
は
早
期
復

旧
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
照
明
灯
の
灯
具
交
換
時
に
は
、
長

寿
命
化
や
省
電
力
化
が
図
れ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

町
管
理
防
犯
灯
は
、
全
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
で
あ

り
ま
す
。
平
成
27
年
度
に
蛍
光
灯
か
ら
Ｌ
Ｅ

Ｄ
灯
に
変
更
し
た
も
の
で
、
現
在
の
と
こ
ろ

更
新
時
期
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

町
と
し
て
は
、
引
き
続
き
区
長
さ
ん
を
は
じ

め
地
域
住
民
の
方
々
や
警
察
等
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
長
寿
命
化
や
省
電
力
化
が
図
れ

る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
故
障

時
に
は
早
期
復
旧
に
努
め
た
い
と
考
え
ま
す
。 

大
西　
武
久 

議
員

文
化
財
を
活
用
し
た
町
づ
く
り

　

町
は
、
少
子
高
齢
化
、
合
併
の
弊
害
に
よ

り
急
激
に
人
口
が
減
少
し
て
お
り
、
こ
れ
を
立

て
直
し
、
活
力
あ
る
街
づ
く
り
は
急
務
で
す
。

　

町
に
は
、
数
多
く
の
文
化
財
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
町
長
が
、
文
化
財
を
有
意
義
に
活

用
す
る
目
的
で
観
光
文
化
戦
略
課
を
設
け
、

新
し
い
町
づ
く
り
を
押
し
進
め
る
政
策
、
同

課
の
今
後
の
活
躍
に
期
待
を
し
ま
す
。

　

町
の
観
光
開
発
の
現
状
は
、
北
山
と
呼
ば

れ
る
揖
斐
川
水
系
、
西
山
と
呼
ば
れ
る
春
日

谷
水
系
、
そ
し
て
、
根
尾
川
を
中
心
と
す
る

谷
汲
地
区
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
春
日
谷
を
中
心
と
し
た
観
光
開

発
の
み
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

瑞
巌
寺
は
、
行
基
菩
薩
が
自
ら
地
蔵
菩
薩

を
創
り
安
置
し
た
の
が
始
ま
り
で
、
美
濃
・

尾
張
・
伊
勢
守
護
職
土
岐
頼
康
が
、
父
の
菩

提
を
弔
う
た
め
に
開
山
し
た
臨
済
宗
の
寺
院

で
す
。
そ
の
後
、
北
朝
の
後
光
巌
天
皇
が
兵

乱
を
避
け
る
た
め
に
滞
在
さ
れ
た
の
で「
萬

松
山
瑞
巌
報
国
禅
事
寺
」
の
勅
願
を
賜
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
消
失
し
ま
し
た
が
、
大
垣

城
主
岡
部
長
盛
に
よ
り
再
建
さ
れ
、
今
日
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　

近
く
に
は
、
小
島
城
祉
が
あ
り
ま
す
。
小

島
城
は
、
鎌
倉
時
代
の
守
護
職
土
岐
氏
の
拠

点
と
し
て
、
一
時
は
美
濃
地
方
の
中
心
的
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で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
上
で
大
変

有
意
義
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
揖
斐
高
の
魅

力
づ
く
り
、
ひ
い
て
は
揖
斐
高
の
存
続
の
一

助
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
揖
斐
高
の
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
交
流
事

業
へ
の
参
加
に
つ
い
て
、
町
と
し
て
ど
の
よ

う
に
お
考
え
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

町 

長

　

町
で
は
、い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
を
通
じ
て
、

平
成
10
年
度
よ
り
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
市
と
の

中
学
生
派
遣
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
昨
年
度

ま
で
に
３
０
４
名
を
派
遣
、
今
年
度
も
19
名

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
派
遣
を

行
っ
て
い
く
中
で
、
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
市
に

あ
る
デ
ィ
ク
シ
ー
州
立
大
学
か
ら
町
へ
大
学

生
派
遣
の
申
し
出
が
あ
り
、
平
成
26
年
か
ら

３
年
間
で
26
名
を
受
入
れ
、
海
外
と
の
交
流

を
深
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

揖
斐
高
校
の
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
交
流
事
業

へ
の
参
加
に
つ
い
て
、「
魅
力
豊
か
な
高
校

づ
く
り
推
進
協
議
会
兼
学
校
運
営
協
議
会
」

の
中
で
も
、
高
校
生
の
国
際
交
流
を
行
っ
た

ら
ど
う
か
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
て
お
り
、

ど
の
よ
う
な
方
法
の
交
流
が
で
き
る
か
を
既

に
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

国
際
交
流
は
、
交
流
先
に
行
く
こ
と
も
重

要
で
す
が
、
当
町
を
訪
れ
た
交
流
先
の
方
と

の
ふ
れ
あ
い
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
、
デ
ィ
ク
シ
ー
大
学
の
生

徒
を
受
入
れ
た
際
の
滞
在
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中

で
着
物
の
着
付
け
体
験
等
を
揖
斐
高
校
に
お

い
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

町
と
し
て
は
、
将
来
を
担
う
若
者
の
国
際

感
覚
の
育
成
等
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
今

後
、
ど
の
よ
う
な
交
流
を
実
施
す
る
事
が
可

能
で
あ
る
か
を
引
き
続
き
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

古
屋
地
区
笹
又
の
薬
草
園
、
こ
れ
ら
の
地
域

を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
春
日
地
区
に
観
光

客
を
呼
び
込
む
政
策
を
考
え
る
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
が
、
町
の
考
え
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

町 

長

　

４
月
に
地
域
活
性
化
の
創
生
の
柱
に
し
て

い
き
た
い
と
い
う
思
い
の
中
で
、
機
構
改
革

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
員
か
ら
は
、
春
日
地
域
の
色
ん
な
お
話

や
ご
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

春
日
地
域
の
観
光
開
発
は
、
春
日
も
り
も

り
村
、
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
春
日
を
中
心
に
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
が
、
そ

れ
に
は
、
ま
ず
は
春
日
地
域
の
皆
さ
ん
が
一

致
団
結
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

上
ケ
流
茶
園
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
実

情
、
地
域
の
方
々
が
自
分
た
ち
で
行
う
と
の

姿
勢
で
し
た
。
町
と
し
て
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
思
い
を
尊
重
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま

す
。
今
後
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
町
と
一
緒
に

と
い
う
意
見
で
一
致
さ
れ
れ
ば
、
是
非
一
緒

に
な
っ
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

春
日
は
薬
草
の
ふ
る
さ
と
で
あ
り
、
春
日

地
域
に
と
っ
て
薬
草
も
大
事
な
資
源
と
思
い

ま
す
。
古
屋
地
区
の
薬
草
に
つ
い
て
、
様
々

な
方
が
頑
張
っ
て
や
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
が
、
春
日
の
ブ
ラ
ン
ド
と
す
る
に
は
、
そ

れ
を
一
つ
に
ま
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

　

小
島
城
址
は
、
県
内
の
中
で
も
す
ば
ら
し

い
財
産
、
遺
産
だ
と
お
聞
き
し
て
お
り
、
私

も
そ
の
通
り
と
思
い
ま
す
。
議
員
お
話
の
団

体
の
方
が
清
掃
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
が
、
地
域
と
の
融
和
が
図
れ
れ
ば
と
の
思

い
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
思
い
が

一
つ
に
な
り
、
色
々
な
方
の
色
々
な
知
恵
や

力
を
お
貸
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
よ
り
良
い

も
の
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

内
田
仙
司
さ
ん
は
、現
代
の
名
工
で
あ
り
、

揖
斐
川
町
の
宝
と
言
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま

す
。
町
は
合
併
し
て
約
８
０
３
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
面
積
の
う
ち
、
90
パ
ー
セ
ン
ト

以
上
を
森
林
が
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
ど

う
活
か
し
て
い
く
か
、木
々
は
植
え
て
育
て
、

切
っ
て
利
用
す
る
、こ
れ
が
一
番
大
事
で
す
。

今
は
そ
の
循
環
サ
イ
ク
ル
が
で
き
て
い
な
い

と
思
い
ま
す
。
町
産
材
の
木
を
広
く
使
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
、
こ
れ
が
揖
斐
川
町
の
思
い

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
と
考
え
ま
す
。
内
田

仙
司
さ
ん
の
特
別
展
を
歴
史
民
俗
資
料
館
で

実
施
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
、
内
田
仙

司
さ
ん
の
跡
継
ぎ
が
出
て
く
る
よ
う
な
環
境

を
作
っ
て
い
く
こ
と
、
森
林
資
源
を
保
存
保

護
す
る
だ
け
で
は
な
く
活
か
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
方
の
格
別

の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
西　
武
久 
議
員

い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
出
場
者
申
し
込
み
緩
和

に
つ
い
て

　

今
年
も
11
月
10
日
に
第
32
回
揖
斐
川
マ
ラ

ソ
ン
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
す
。
回
を
重
ね
る

毎
に
出
場
者
も
増
え
、
今
大
会
も
５
月
27
日

の
受
付
は
、
わ
ず
か
39
分
で
一
般
定
員
が
締

切
に
な
り
ま
し
た
。

　

残
り
は
ふ
る
さ
と
納
税
10
万
円
以
上
寄
付

者
に
限
り
出
場
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

揖
斐
川
町
在
住
者
は
優
先
的
に
出
場
が
認
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、揖
斐
川
町
出
身
者
は
応
募
以
外
、

出
場
が
で
き
な
い
の
が
現
実
で
す
。

　

自
分
の
ふ
る
里
で
マ
ラ
ソ
ン
が
し
た
い
人

は
沢
山
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い
う
人
達

に
も
ふ
る
里
で
走
れ
る
よ
う
に
何
か
い
い
方

法
が
な
い
か
、町
の
考
え
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

町 

長

　

い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
は
、
今
回
で
32
回
目

に
な
り
ま
す
。
１
回
目
に
１
町
２
村
で
始
め

ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
格
別
の
ご
支
援
、
こ

れ
が
一
番
大
き
な
力
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
義
務
、
権
利
を
果
た

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
優
先
枠

を
設
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
町
出
身
者
の
方
の
出
場
は
、
応
募

と
ふ
る
さ
と
納
税
で
の
方
法
に
な
り
ま
す
。

　

各
地
区
の
盆
踊
り
、
夏
祭
り
に
行
き
ま
す

と
、
こ
の
と
き
は
、
人
口
が
い
つ
も
の
３
倍

４
倍
に
な
り
ま
す
。
故
郷
を
思
い
帰
郷
さ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い
う
故
郷
を
思

う
気
持
ち
が
大
切
で
あ
る
こ
と
も
十
分
感
じ

て
い
ま
す
。
町
出
身
者
の
方
へ
の
出
場
枠
に

つ
い
て
、
難
し
い
お
話
で
す
が
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
く
考
え
で
す
。

 

岡
部　
栄
一 

議
員

海
外
交
流
事
業
へ
の
揖
斐
高
の
参
加
に
つ
い
て

　

現
在
、
揖
斐
高
校
は
統
廃
合
の
対
象
校
と

な
っ
て
い
ま
す
。
揖
斐
高
が
万
が
一
に
も
廃

校
と
な
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
高
校
進
学
を
目
指

す
中
学
生
の
皆
さ
ん
に
影
響
が
あ
る
の
み
な

ら
ず
、
町
の
衰
退
に
益
々
拍
車
が
か
か
る
こ

と
は
必
至
で
あ
り
、
揖
斐
高
存
続
の
た
め
の

早
急
な
対
策
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
私
が
提
案
し
た
い
の
は
、
町
が
実

施
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
・
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ

市
と
の
海
外
交
流
事
業
へ
の
揖
斐
高
の
参
加

で
す
。
将
来
を
担
う
高
校
生
が
海
外
交
流
に

参
加
す
る
こ
と
は
、
何
よ
り
も
生
徒
の
豊
か

な
国
際
感
覚
や
視
野
を
育
み
、
学
校
や
地
域
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予
定
で
す
。

　

各
地
区
で
２
～
３
名
の
方
に
防
災
士
と
し

て
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
中
学
生
、
高

校
生
の
防
災
士
取
得
に
つ
い
て
は
、
今
後
検

討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

成
瀬　
雅
弘 

議
員

地
域
防
災
力
の
向
上
の
為
の
各
地
域
に
お
い

て
の
防
災
講
座
の
開
催
に
つ
い
て

　

地
域
防
災
力
向
上
の
た
め
、
各
地
域
で
防

災
講
座
・
講
演
会
を
開
催
し
、
地
域
の
皆
さ

ま
に「
自
助
」「
共
助
」
と
、
近
く
の
人
の
助

け
合
い
の
意
味
で「
近
助
」
の
本
質
を
学
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

町
に
は
、
様
々
な
集
落
が
あ
り
、
場
所
に

よ
っ
て
は
土
砂
災
害
、
平
地
で
は
地
震
災
害

の
講
座
と
い
う
よ
う
に
、
各
地
域
に
合
わ
せ

た
き
め
細
や
か
な
防
災
講
座
や
講
演
を
開
催

す
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
講
師
役
と
し
て
揖
斐
川
町
防
災
士

連
絡
協
議
会
の
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
願
い
し

て
は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
町
の
考
え
を

お
尋
ね
し
ま
す
。

町 

長

　

各
地
域
に
お
け
る
防
災
講
座
等
の
開
催
は
、

揖
斐
川
町
防
災
士
連
絡
協
議
会
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

 

宇
佐
美　
直
道 

議
員

「
指
定
避
難
所
」
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
災
害
発
生
時
の
避

難
場
所
一
覧
表
が
載
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に

は
、①
切
迫
し
た
災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
、

岡
部　
栄
一 

議
員

「
置
き
勉
」
に
つ
い
て

　

最
近
、
全
国
の
学
校
関
係
者
の
間
で「
置

き
勉
」が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
置
き
勉
」

と
は
、
児
童
、
生
徒
の
、
登
下
校
時
の
荷
物

を
軽
く
す
る
た
め
に
、
宿
題
な
ど
家
で
使
わ

な
い
教
科
書
や
ノ
ー
ト
な
ど
の
勉
強
道
具
を

家
に
持
ち
帰
ら
ず
、
学
校
に
置
い
て
お
く
こ

と
を
言
い
ま
す
。

　

最
近
の
ラ
ン
ド
セ
ル
等
の
通
学
カ
バ
ン
の

重
さ
は
５
～
７
㎏
は
あ
る
と
い
わ
れ
て
お

り
、
こ
う
し
た
重
い
通
学
カ
バ
ン
が
、
児
童
、

生
徒
の
身
体
の
健
や
か
な
発
達
に
影
響
を
及

ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
部
科
学

省
は
昨
年
９
月
に「
置
き
勉
」
を
認
め
る
と

発
表
し
ま
し
た
。

　

家
庭
学
習
で
の
教
科
書
の
必
要
性
、
教
材

の
学
校
で
の
保
管
の
問
題
等
々
、
問
題
は
あ

り
ま
す
が
、
す
で
に
実
施
し
て
い
る
学
校
も

多
数
あ
り
、
揖
斐
川
町
で
も
一
度
検
討
す
る

必
要
は
あ
る
と
考
え
ま
す
。
こ
の「
置
き
勉
」

に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
と
し
て
ど
の
よ
う

に
お
考
え
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

教
育
長

　
「
置
き
勉
」
は
、
登
下
校
時
の
荷
物
を
軽
く

す
る
た
め
、
教
科
書
等
を
教
室
に
置
い
て
帰

る
こ
と
で
、「
置
き
勉
強
道
具
」
の
略
語
で
す
。

　

児
童
生
徒
の
携
行
品
の
重
さ
や
量
へ
の
配

慮
に
つ
い
て
、
平
成
30
年
９
月
、
文
部
科
学

省
よ
り「
児
童
生
徒
の
携
行
品
に
係
る
配
慮
に

つ
い
て
」
が
示
さ
れ
、
必
要
に
応
じ
て
適
切
な

配
慮
を
講
じ
る
よ
う
通
達
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
、児
童
生
徒
の
負
担
軽
減
の
た
め
、

以
前
よ
り
一
部
学
校
に
置
く
取
組
み
を
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
通
達
に
伴
い
各
小
中
学
校

で
は
宿
題
等
で
必
要
な
も
の
以
外
、
教
室
の

ロ
ッ
カ
ー
に
保
管
す
る
措
置
、い
わ
ゆ
る「
置

き
勉
」
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
児
童
生
徒
の
発

達
段
階
や
学
習
上
の
必
要
性
、
通
学
上
の
負

担
等
に
つ
い
て
、
学
校
や
地
域
の
実
態
を
考

慮
し
な
が
ら
判
断
し
て
い
く
よ
う
に
引
き
続

き
、
各
学
校
と
調
整
し
て
い
き
ま
す
。

 

成
瀬　
雅
弘 

議
員

倒
壊
の
恐
れ
の
あ
る
危
険
家
屋
の
解
体
処
理

の
働
き
か
け
に
つ
い
て

　

国
道
４
１
７
号
の
栄
町
・
岡
島
に
あ
る
倒

壊
の
恐
れ
の
あ
る
危
険
家
屋
が
あ
り
ま
す
。

先
般
他
町
で
行
わ
れ
た
防
災
士
養
成
講
座
に

お
い
て
、こ
の
栄
町
の
家
屋
の
写
真
が
教
材
、

危
険
箇
所
の
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

明
ら
か
に
危
険
と
さ
れ
る
箇
所
に
対
し
て

配
慮
す
る
こ
と
も
重
要
な
防
災
の
仕
事
で
す
。

　

大
阪
北
部
地
震
を
受
け
て
全
国
で
通
学
路

や
道
路
に
面
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検
が
行
わ

れ
、
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
は
解
体
費
用
の
一

部
を
補
助
す
る
制
度
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

倒
壊
の
お
そ
れ
の
あ
る
２
軒
は
、
あ
の
状

態
に
な
っ
て
か
ら
数
年
の
歳
月
が
過
ぎ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
間
、
町
に
お
い
て
家
屋
の
所

有
者
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
働
き
か
け
を
さ

れ
て
き
ま
し
た
か
。

　

ま
た
、
事
態
解
消
の
た
め
に
、
通
学
路
の

ブ
ロ
ッ
ク
塀
と
同
様
に
解
体
費
用
を
補
助
す

る
対
応
が
で
き
な
い
か
、
町
の
考
え
を
お
尋

ね
し
ま
す
。

町 

長

　

危
険
家
屋
の
解
体
処
理
の
働
き
か
け
に
つ

い
て
は
、
小
倉
議
員
の
質
問
で
も
お
答
え
し

た
と
お
り
、
所
有
者
に
対
し
て
引
き
続
き
県

と
連
携
し
、
解
体
や
撤
去
も
含
め
、
建
築
物

の
適
正
な
管
理
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
粘
り

強
く
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

　

町
で
は
、
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
解
体
費

用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
は
あ
り
ま
す

が
、
現
在
、
家
屋
の
解
体
や
撤
去
の
み
に
対

す
る
補
助
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
子
ど
も
達
の
安
全
の
確
保
の
面

か
ら
、
通
学
路
等
に
面
す
る
危
険
家
屋
の
解

体
に
つ
い
て
、
補
助
制
度
を
検
討
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

成
瀬　
雅
弘 

議
員

防
災
士
資
格
取
得
の
た
め
の
講
座
の
開
催
に

つ
い
て

　

町
は
、
防
災
士
資
格
取
得
の
推
進
を
図
る

た
め
、取
得
に
か
か
る
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

町
長
か
ら
は
、
防
災
士
資
格
取
得
の
た
め

に
講
座
を
開
催
し
て
防
災
士
の
数
を
増
や

し
、
各
地
域
の
自
主
防
災
組
織
の
リ
ー
ダ
ー

を
担
っ
て
頂
く
方
を
育
て
た
い
、
来
年
度
か

ら
実
施
し
た
い
と
伺
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
思
い
の
通
り
、
実
施
を
さ
れ
る
の

か
お
尋
ね
し
ま
す
。

　

実
施
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、受
講
者
に
は
、

中
学
生
、
高
校
生
に
も
働
き
か
け
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
将
来
揖
斐
川
町

を
背
負
う
若
い
世
代
に
こ
そ
学
ん
で
い
た
だ

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
町
の
考
え

を
お
尋
ね
し
ま
す
。

町 
長

　

町
で
は
、
平
成
30
年
度
よ
り
防
災
士
養
成

事
業
補
助
金
と
し
て
防
災
士
資
格
取
得
に
係

る
経
費
を
補
助
し
、
資
格
取
得
を
推
進
し
て

お
り
、
本
年
度
も
12
月
に
講
座
を
開
催
す
る
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議
員
か
ら
は
、
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

の
処
理
水
の
栄
養
塩
で
あ
る
窒
素
濃
度
が
高

い
こ
と
が
起
因
し
て
い
る
の
で
は
と
の
お
話

で
す
が
、
処
理
水
は
、
水
質
汚
濁
防
止
法
に

基
づ
き
、
２
週
に
１
回
の
水
質
検
査
を
実
施

し
、
基
準
値
を
遵
守
す
る
よ
う
維
持
管
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
用
水
基
準
は
、
農
業
用
水
の
水
質
に

係
る
環
境
基
準
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、

昭
和
45
年
農
林
省
公
害
研
究
会
が
水
稲
を
対

象
と
し
て
策
定
さ
れ
た
も
の
で
、
水
質
汚
濁

防
止
法
に
よ
る
放
流
水
質
基
準
の
窒
素
数
値

で
は
、
20
倍
希
釈
す
れ
ば
基
準
を
満
た
す
数

値
で
す
。

　

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
放
流
先
は
管

瀬
川
で
、
放
流
量
も
少
な
く
、
根
尾
川
に
合

流
し
十
分
希
釈
さ
れ
て
い
る
も
の
と
判
断
で

き
、
影
響
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

平
成
31
年
１
月
８
日
、
現
地
に
お
い
て
議

員
と
関
係
者
立
会
い
の
下
、
検
査
機
関
の
一

般
財
団
法
人
岐
阜
県
公
衆
衛
生
検
査
セ
ン

タ
ー
職
員
が
現
場
確
認
し
、「
水
質
は
問
題

な
く
き
れ
い
で
あ
り
、
堆
積
物
は
藻
類
が
繁

殖
し
、
渇
水
時
に
乾
燥
し
堆
積
し
た
も
の

で
、
環
境
衛
生
上
問
題
な
い
。
管
瀬
川
と
根

尾
川
が
合
流
し
た
下
流
の
本
巣
市
山
口
は
国

の
河
川
水
質
調
査
地
点
で
水
質
は
全
く
問
題

な
い
。」
と
の
説
明
で
し
た
。
そ
の
際
、
水

質
調
査
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
が
、
検
査
機

関
か
ら
は「
例
え
水
質
検
査
を
実
施
し
て
も
、

規
定
値
の
検
出
限
界
以
下
で
測
定
不
能
と
な

る
場
合
が
考
え
ら
れ
る
」
と
の
話
で
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
町
と
し
て
は
、
水
質
調
査
を

実
施
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
時
的
に
避
難
す
る
場
所
と
し
て「
指
定
緊

急
避
難
場
所
」、
②
災
害
に
よ
り
家
に
戻
れ

な
い
住
民
等
を
一
時
的
に
或
い
は
一
定
期
間

滞
在
さ
せ
る
た
め
の
施
設
と
し
て「
指
定
避

難
所
」
の
２
種
類
が
明
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
指
定
緊
急
避
難
場
所
」
は
公
園
や
グ
ラ

ン
ド
で
も
よ
く
、
必
ず
し
も
建
物
内
と
は
限

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
一
方
、「
指
定
避
難
所
」

は
多
数
の
人
が
居
住
す
る
可
能
性
が
あ
り
、

一
般
的
に
は
学
校
の
体
育
館
や
大
規
模
公
共

建
物
等
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
当
町
で
は
揖
斐
小
、
揖
斐
川
中

を
は
じ
め
、
大
半
の
小
中
学
校
が「
指
定
避
難

所
」
と
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
住
民
の
多
く
は

万
が
一
の
場
合
、
避
難
所
は
近
く
の
小
学
校

の
体
育
館
と
思
っ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は

災
害
発
生
時
に
混
乱
を
招
き
か
ね
ま
せ
ん
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
一
覧
表
は
町
地
域
防
災

計
画
に
基
づ
く
も
の
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、

「
指
定
避
難
所
」
に
か
か
る
町
の
現
状
説
明

と
、
小
中
学
校
を
指
定
避
難
所
に
加
え
る
よ

う
に
早
急
に
見
直
す
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、

町
の
考
え
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

総
務
部
長

　
「
指
定
緊
急
避
難
場
所
」、「
指
定
避
難
所
」

は
、
災
害
対
策
基
本
法
第
49
条
の
４
及
び
第

49
条
の
７
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

指
定
緊
急
避
難
場
所
は
、
災
害
が
発
生
ま

た
は
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
そ
の
危
険

か
ら
逃
れ
る
た
め
の
場
所
で
、
指
定
避
難
所

は
災
害
の
危
険
性
が
あ
り
避
難
し
た
住
民
の

方
が
、
災
害
の
危
険
性
が
な
く
な
る
ま
で
必

要
な
期
間
滞
在
す
る
場
所
、
ま
た
は
災
害
に

よ
り
家
に
戻
れ
な
く
な
っ
た
方
が
滞
在
す
る

場
所
で
す
。

　

避
難
す
る
場
所
な
ど
は
、
洪
水
、
崖
崩
れ

や
土
石
流
等
、
地
震
及
び
大
規
模
な
火
災
の

４
種
類
の
災
害
に
分
類
さ
れ
、
町
で
は
緊
急

避
難
場
所
と
し
て
72
箇
所
、
指
定
避
難
所
と

し
て
18
箇
所
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

町
の
指
定
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
学

校
は
、
小
島
小
、
谷
汲
小
、
春
日
小
、
坂
内

小
中
学
校
及
び
県
立
揖
斐
高
等
学
校
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
域
防
災
計
画
が
平

成
19
年
３
月
に
制
定
さ
れ
た
当
時
、
耐
震
工

事
の
未
整
備
等
の
理
由
に
よ
り
、
指
定
避
難

所
の
指
定
が
見
送
ら
れ
た
も
の
と
の
認
識
で

す
が
、工
事
等
が
完
了
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
、
指
定
さ
れ
て
い
な
い
小
中
学
校
を
指

定
避
難
所
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
学
校
を

含
め
た
関
係
機
関
と
協
議
し
た
上
、
指
定
緊

急
避
難
場
所
・
指
定
避
難
所
を
見
直
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

宇
佐
美　
直
道 

議
員

赤
石
地
区
の
農
業
用
水
の
水
質
改
善
に
つ
い
て

　

赤
石
地
区
の
農
業
用
水
は
大
半
が
根
尾
川

か
ら
引
い
た
用
水
路
か
ら
取
水
を
し
て
い
ま

す
。
近
年
、
地
域
内
の
用
水
路
で
黒
っ
ぽ
い

色
の
藻
類
の
よ
う
な
も
の
が
底
や
壁
に
付
着

し
、
明
ら
か
に
水
質
の
変
化
を
感
じ
さ
せ
ま

す
。地
域
の
区
長
さ
ん
は
じ
め
、農
家
の
方
々

は
水
質
の
確
認
や
改
善
の
対
策
を
町
に
要
望

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
用
水
の
根
尾
川
か
ら
の
取
水
口
の
約

３
０
０
ｍ
上
流
に
は
管
瀬
川
が
流
れ
込
み
、

そ
の
管
瀬
川
に
は
３
箇
所
の
農
業
集
落
排
水

処
理
場
の
処
理
水
が
排
水
さ
れ
て
い
ま
す
。

管
瀬
川
の
流
量
は
さ
ほ
ど
多
く
は
な
く
、
流

入
す
る
農
業
集
落
排
水
処
理
場
か
ら
の
処
理

水
が
完
全
に
希
釈
さ
れ
て
い
る
と
は
思
わ
れ

な
い
こ
と
、
管
瀬
川
の
水
は
根
尾
川
に
合
流

し
た
後
、
取
水
口
ま
で
岸
辺
伝
い
に
流
れ
て

お
り
、
根
尾
川
の
水
で
完
全
に
撹
拌
・
希
釈

さ
れ
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
こ
と
、
根
尾

川
の
対
岸
か
ら
取
水
す
る
本
巣
市
山
口
の
用

水
は
清
流
に
育
つ
梅
花
藻
が
た
く
さ
ん
見
受

け
れ
る
が
、
管
瀬
川
で
は
最
近
、
梅
花
藻
が

減
少
し
、
水
質
の
違
い
が
現
れ
て
い
る
こ
と
、

こ
れ
ら
の
理
由
に
よ
り
、
赤
石
地
区
の
農
業

用
水
路
に
は
農
業
集
落
排
水
の
処
理
水
の
影

響
が
あ
る
の
で
は
と
の
懸
念
が
消
え
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
用
水
路
に
発
生
し
て
い
る
藻
類
が

更
に
繁
茂
し
て
水
田
に
流
入
し
た
場
合
、
除

草
作
業
に
支
障
が
出
る
の
で
は
な
い
か
と
心

配
し
ま
す
。

　

農
林
水
産
省
公
表
の「
農
業
集
落
排
水
処

理
施
設
の
処
理
水
の
灌
漑
利
用
に
関
す
る
手

引
き
」
で
は
、
処
理
水
は
一
般
河
川
等
の
水

に
比
べ
栄
養
塩
類
の
窒
素
・
リ
ン
の
濃
度
は

高
い
が
河
川
等
で
十
分
希
釈
さ
れ
る
た
め
通

常
は
問
題
な
い
が
、
処
理
場
の
管
理
者
は
近

隣
河
川
の
水
質
汚
染
に
関
し
継
続
的
に
観

察
、
配
慮
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
な
ど
と
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
地
に
お
い
て
町
職
員
、
公
衆
衛
生
検
査

セ
ン
タ
ー
職
員
と
用
水
路
の
汚
染
状
況
、
原

因
究
明
や
改
善
の
必
要
性
を
確
認
し
ま
し
た

が
、
検
査
セ
ン
タ
ー
職
員
は
そ
の
場
で
水
質

検
査
を
し
た
訳
で
は
な
く
、
要
望
が
あ
れ
ば

検
査
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。　

　

つ
い
て
は
、
早
期
に
水
質
を
検
査
し
、
農

業
用
水
基
準
に
適
し
て
い
る
か
確
認
し
、
現

在
の
水
質
が
少
し
で
も
改
善
す
る
よ
う
な
対

策
を
検
討
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
地
域
の
農

業
環
境
を
守
る
た
め
に
必
要
だ
と
思
い
ま
す

が
、
町
の
考
え
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

産
業
建
設
部
長

　

河
川
の
藻
の
発
生
は
、
水
温
・
日
射
・
栄

養
塩
・
滞
留　

時
間
に
影
響
し
、
発
生
す
る

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
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平成30年度の決算をお知らせします
９月３日（火）から ９月10日（火）まで開催された令和元年第６回揖斐川町議会定例会において、

平成30年度一般会計、特別会計および企業会計の決算が原案のとおり認定されました。
平成30年度決算について皆さんにお知らせします。
平成30年度会計別決算の内訳

内　　　訳 歳入決算額 歳出決算額 差 引 残 額
決　算　総　額 189億8,656万6,727円 182億3,550万3,481円 7億5,106万3,246円

一　般　会　計 139億4,287万4,269円 134億182万5,353円 5億4,104万8,916円
特　別　会　計 50億4,369万2,458円 48億3,367万8,128円 2億1,001万4,330円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 27億7,600万1,007円 26億3,914万4,136円 1億3,685万6,871円
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 3億1,328万6,576円 3億712万7,127円 615万9,449円
国民健康保険直診勘定特別会計 8,136万4,597円 7,883万6,449円 252万8,148円
大 和 簡 易 水 道 特 別 会 計 2,608万5,319円 2,202万5,317円 406万2円
脛 永 簡 易 水 道 特 別 会 計 3,688万9,405円 3,224万3,891円 464万5,514円
市 場 簡 易 水 道 特 別 会 計 1,230万4,418円 1,002万7,985円 227万6,433円
谷 汲 簡 易 水 道 特 別 会 計 8,753万5,884円 8,596万1,591円 157万4,293円
北 部 簡 易 水 道 特 別 会 計 1億3,181万7,809円 1億3,092万5,698円 89万2,111円
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 8億1,844万5,390円 8億1,692万8,287円 151万7,103円
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 2億9,704万4,153円 2億6,955万8,126円 2,748万6,027円
個 別 排 水 事 業 特 別 会 計 1億244万7,588円 9,718万3,636円 526万3,952円
町 営 住 宅 事 業 特 別 会 計 8,651万8,379円 7,843万2,899円 808万5,480円
杉原地域土地取得等特別会計 162万667円 162万円 667円
徳山ダム上流域公有地化特別会計 1億65万533円 1億65万533円 0円
地 域 情 報 特 別 会 計 1億1,494万7,369円 1億1,405万9,245円 88万8,124円
小 水 力 発 電 事 業 特 別 会 計 2,470万1,612円 2,470万1,612円 0円
北 方 財 産 区 特 別 会 計 1,553万138円 942万5,441円 610万4,697円
大 和 財 産 区 特 別 会 計 550万1,762円 539万2,520円 10万9,242円
谷 汲 財 産 区 特 別 会 計 565万5,137円 518万6,570円 46万8,567円
長 瀬 財 産 区 特 別 会 計 464万7,198円 409万7,065円 55万133円
横 蔵 財 産 区 特 別 会 計 69万7,517円 15万円 54万7,517円

企業会計
内　　　訳 歳入決算額 歳出決算額

上水道事業会計（収益的） 2億6,442万7,219円 2億4,974万9,768円
上水道事業会計（資本的） 1億3,210万4,000円 2億3,673万4,529円

一般会計歳出
内　　訳 歳出額

議会費　議会の運営に 1億470万5,697円
総務費　一般的な事務に 23億2,700万4,084円
民生費　福祉の充実に 30億1,666万3,277円
衛生費　健康づくりや清掃に 12億5,896万9,944円
農林水産業費　農林業などの振興に 14億8,039万19円
商工費　商工業や観光の振興に 4億4,523万7,296円
土木費　道路や河川の整備に 9億5,058万6,208円
消防費　消防や防災に 5億9,668万4,978円
教育費　生涯学習や学校教育に 14億1,560万9,185円
災害復旧費 1億5,056万4,480円
公債費　借入金の返済に 16億4,408万185円
諸支出金 1,133万円
一般会計歳出総額 134億182万5,353円

議会費　0.8％

総務費
17.4％

民生費
22.5％

衛生費
9.4％

教育費
10.6％

諸支出金　0.1％

公債費
12.3％

災害復旧費
1.1％

商工費
3.3％

農林
水産業費
10.9％

土木費
7.1％

消防費
4.5％

一般会計
歳出総額

134億182万
5,353円
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一般会計歳入
内　　訳 歳入額

自
主
財
源

町 税 41億4,345万9,399円
分 担 金 お よ び 負 担 金 1億2,305万3,307円
使 用 料 お よ び 手 数 料 9,883万3,271円
財 産 収 入 4,272万922円
寄 附 金 4,603万円
繰 入 金 3億6,903万9,166円
繰 越 金 9億1,878万3,676円
諸 収 入 3億6,138万2,429円

依
存
財
源

地 方 譲 与 税 1億4,994万4,000円
利 子 割 交 付 金 643万8,000円
配 当 割 交 付 金 991万4,000円
株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 838万1,000円
地 方 消 費 税 交 付 金 4億864万9,000円
ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 2,482万5,202円
自 動 車 取 得 税 交 付 金 4,826万9,000円
地 方 特 例 交 付 金 836万1,000円
地 方 交 付 税 47億8,638万3,000円
交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 196万2,000円
国 庫 支 出 金 7億2,035万5,442円
県 支 出 金 9億639万455円
町 　 　 　 　 　 債 7億5,970万円

一般会計歳入総額 139億4,287万4,269円

一般会計
歳入総額

139億4,287万
4,269円

地方譲与税	 利子割交付金
配当割交付金	 株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金	 ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金	 地方特例交付金
交通安全対策特別交付金

諸収入　2.6％

地方譲与税等　4.9％ 繰越金　6.6％

繰入金　2.6％

寄附金
0.3％

使用料
および
手数料
0.7％

分担金および
負担金
0.9％

財産収入
0.3％

町税
29.7％

町債
5.4％

地方交付税
34.3％

県支出金　6.5％

国庫支出金　5.2％

依
存
財
源
 56.3％

自主財
源
 4
3
.7
％

 

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

■
職
種	

一
般
事
務

■
勤
務
場
所	

揖
斐
川
町
役
場

■
人
数	

若
干
名

■
勤
務
時
間	

月
～
金
曜
日（
祝
日
除
く
）

	

８
時
30
分
～
16
時
30
分

■
賃
金	

時
給
８
６
０
円

■
雇
用
期
間	

12
月
２
日（
月
）
～

�

令
和
２
年
３
月
31
日（
火
）

■
応
募
方
法

履
歴
書（
写
真
添
付
）
を
総
務
防
災
課
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
締
切	

11
月
15
日（
金
）
必
着

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
総
務
防
災
課

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
１
２
１
）

 

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

① 

緑
ヶ
丘
住
宅　
２
戸

・
住　

所　

揖
斐
川
町
和
田
３
８
６

・
建
設
年
度	

昭
和
60
年
度

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　

１
台

・
家　

賃　

１
６
，
２
０
０
円
～

・
そ
の
他　

浴
槽
、
風
呂
が
ま
は
入
居
者

の
持
ち
込
み
に
な
り
ま
す
。

■
敷
金　
家
賃
の
３
か
月
分

■
入
居
条
件

・
現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族（
婚
約
者
含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

・
市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
納
付

金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
家
賃
の
他
に
共
益
費（
下
水
の
使
用
料
・

共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）、
敷
金
が
必

要
で
す
。

・
所
得
条
件
あ
り

※
詳
し
く
は
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　

11
月
１
日（
金
）
～
11
月
15
日（
金
）

※
土
日
祝
日
を
除
く

■
入
居
予
定
日
　
12
月
下
旬
を
予
定

② 

島・さ
つ
き（
北
方
）住
宅
お
よ
び
、谷
汲・

春
日
・
久
瀬
・
藤
橋
・
坂
内
地
域
内
の

各
町
営
住
宅
は
、
随
時
募
集
を
し
て
い

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課　

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
３
１
６
）

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

特
別
企
画
展「
郷
土
の
輝
く
女
性
た
ち
」

�

好
評
開
催
中

当
館
で
は
11
月
24
日（
日
）
ま
で
右
の
通
り

特
別
企
画
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
揖
斐
川

町
に
は
、
各
種
分
野
で
活
躍
し
た
女
性
が
数

多
く
み
ら
れ
ま
す
。
明
治
か
ら
昭
和
の
時
代

に
活
躍
し
た
郷
土
の
女
性
た
ち
の
生
き
方
や

人
と
な
り
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

■
会
場　
第
１
展
示
室
・
第
２
展
示
室

 

西
濃
環
境
整
備
組
合
職
員
募
集
案
内

西
濃
環
境
整
備
組
合
で
は
、
次
の
と
お
り

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
職
種　
一
般
行
政
職

■
職
務
内
容

　

ご
み
焼
却
施
設
の
運
転
・
保
守
管
理
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岐
阜
県
で
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
基
づ

く
車
椅
子
用
使
用
者
用
駐
車
区
画
に
加
え

て
、
歩
行
困
難
者
が
利
用
可
能
な
プ
ラ
ス
ワ

ン
区
画
を
新
た
に
設
定
・
確
保
し
、
こ
れ
ら

を
利
用
で
き
る
方
に
利
用
証
を
交
付
し
ま
す
。

利
用
証
は
、
車
椅
子
区
画
用
と
プ
ラ
ス
ワ

ン
区
画
用
の
２
種
類
あ
り
、商
業
施
設
、医
療・

福
祉
施
設
、
銀
行
、
公
共
施
設
な
ど
で
利
用

が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
設
の
皆
さ
ん
は
、

駐
車
場
の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
駐
車
場
を
利
用
で
き
る
方
を
明

確
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
不
適
正
利
用
を

防
止
し
、
車
椅
子
の
方
や
歩
行
困
難
な
方
が

優
先
的
に
駐
車
場
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す

る
制
度
で
す
。

■
制
度
開
始
日

・
10
月
15
日（
火
）
～

郵
送
に
よ
る
利
用
証
申
請
受
付
開
始

・
11
月
15
日（
金
）
～

　

窓
口
に
よ
る
利
用
証
申
請
受
付
開
始
、
利

用
証
の
交
付
開
始

■
利
用
証
交
付
申
請
窓
口

（
窓
口
で
の
申
請
）
揖
斐
県
事
務
所
福
祉
課

（
郵
送
で
の
申
請
）
岐
阜
県
地
域
福
祉
課

・
必
要
書
類

　

申
請
書
・
各
種
手
帳
等
状
況
確
認
書
類
・

本
人
確
認
書
類（
代
理
人
申
請
の
場
合
）・

１
４
０
円
分
の
返
信
用
切
手

■
交
付
対
象
者

　

障
が
い
者
、高
齢
者
、難
病
患
者
、妊
産
婦
、

け
が
人
の
う
ち
、
各
種
手
帳
等
の
等
級
が

一
定
の
要
件
を
満
た
す
歩
行
困
難
な
方

■
注
意
事
項

・
利
用
証
は
、
対
象
駐
車
区
画
に
駐
車
で
き

る
こ
と
を
必
ず
約
束
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
満
車
の
場
合
等
は
駐
車
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
利
用
証
は
、
駐
車
許
可
証
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
利
用
証
を
持
っ
て
い
な
い
方
で
あ
っ

て
も
、
こ
れ
か
ら
利
用
証
を
取
得
す
る
方

や
一
時
的
な
け
が
の
方
な
ど
、
必
要
な
場

合
に
は
対
象
駐
車
区
画
を
利
用
し
ま
す
の

で
、
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

■
駐
車
場
の
登
録

・
商
業
施
設
等
に
お
い
て
は
、
プ
ラ
ス
ワ
ン

区
画
の
設
置
確
保
に
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

・
登
録
方
法

　

駐
車
場
登
録
届
出
書
を
岐
阜
県
地
域
福
祉

課
へ
メ
ー
ル
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

【
お
問
い
合
せ
】

岐
阜
県
地
域
福
祉
課

　

制
度
の
詳
細
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

℡
０
５
８
‒
２
７
２
‒
８
２
６
１　

０
５
８
‒
２
７
８
‒
２
６
５
１

メ
ー
ル　

c11219@
pref.gifu.lg.jp

■
受
験
資
格

昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

で
大
学
卒
業
程
度
の
人（
令
和
２
年
３
月
卒

業
見
込
み
を
含
む
）

■
募
集
人
員　
若
干
名

■
試
験
日
時
等

①
第
１
次
試
験

　

教
養
試
験
、
職
場
適
応
性
検
査

　

期　

日　

12
月
１
日（
日
）

　

場　

所　

西
濃
環
境
整
備
組
合

�

（
大
野
町
下
座
倉
１
３
７
５
‒
１
）

②
第
２
次
試
験

　

面
接
、
作
文
試
験

　

対　

象　

第
１
次
試
験
の
合
格
者

　

※
別
途
通
知

■
採
用
年
月
日　
令
和
２
年
４
月
１
日

■
受
付
場
所　

西
濃
環
境
整
備
組
合
総
務
課
窓
口

　

※
郵
便
等
で
の
受
付
不
可

■
受
付
期
間

　

11
月
１
日（
金
）
～
11
月
20
日（
水
）
の
う

ち
土
日
祝
日
を
除
く
平
日
８
時
30
分
～

16
時
30
分

■
提
出
書
類

・
西
濃
環
境
整
備
組
合
職
員
採
用
試
験
申
込

書（
組
合
指
定
用
紙
）

・
履
歴
書（
組
合
指
定
用
紙
。
写
真
が
必
要
。

写
真
の
裏
面
に
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。）

・
卒
業（
ま
た
は
卒
業
見
込
）
証
明
書（
コ

ピ
ー
不
可
）

【
お
問
い
合
せ
】

西
濃
環
境
整
備
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.seino-kankyo.jp

ま
た
は
事
務
局
総
務
課

（
℡
０
５
８
５
‒
３
２
‒
４
１
５
３
）

（
受
付
時
間
８
時
30
分
～
16
時
30
分
）

 

青
色
申
告
決
算
説
明
会
の
ご
案
内

青
色
申
告
を
さ
れ
て
い
る
個
人
の
方
を
対

象
に
、
決
算
に
お
け
る
留

意
事
項
等
に
つ
い
て
の
説

明
会
を
次
の
日
程
で
開
催

し
ま
す
。

■
日
時　
11
月
22
日（
金
）

	

１
回
目　

10
時
～
12
時

	

２
回
目　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　
大
垣
市
民
会
館
大
会
議
室

　
　
　
　

大
垣
市
新
田
町
１
丁
目
２
番
地

【
お
問
い
合
せ
】

大
垣
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門

℡
０
５
８
４
‒
７
８
‒
４
１
０
４

�

（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

 

不
動
産
無
料
相
談
会

公
益
社
団
法
人
岐
阜
県
宅
地
建
物
取
引
業

協
会
西
濃
支
部
で
は
、
国
や
自
治
体
が
行
う

土
地
や
建
物
に
関
す
る
理
解
の
普
及
・
啓
発

活
動
の
一
環
と
し
て
、
不
動
産
の
取
引
に
関

す
る
苦
情
や
ト
ラ
ブ
ル
、
法
律
、
空
家
問
題
、

そ
の
他
不
動
産
に
関
す
る
悩
み
ご
と
な
ど
、

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

相
談
内
容
な
ど
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
11
月
24
日（
日
）

	

13
時
～
16
時

■
場
所　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

	

「
は
な
も
も
」

※
相
談
無
料
、
申
込
み
不
要

【
お
問
い
合
せ
】

公
益
社
団
法
人

岐
阜
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
西
濃
支
部

℡
０
５
８
４
‒
７
３
‒
２
３
０
０

  

【
ぎ
ふ
清
流
お
も
い
や
り
駐
車
場

�

利
用
証
制
度
】を
開
始
し
ま
す

「
車
椅
子
使
用
者
用

�

駐
車
区
画
」の
表
示

「
プ
ラ
ス
ワ
ン
区
画
」

�

の
表
示
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
お
知
ら
せ

■
剪
定
講
習
会
の
ご
案
内

会
員
と
一
般
の
方
を
対
象
に
剪
定
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
日
時	

11
月
20
日（
水
）8
時
30
分
～
16
時

30
分（
悪
天
候
の
場
合
は
21
日
）

◆
場
所	

藤
橋
地
内

■
お
正
月
前
に
襖
・
障
子
の
張
替
え
を

セ
ン
タ
ー
で
は
、
障
子
、
襖
、
網
戸
の
張

替
え
を
し
て
い
ま
す
。
年
内
の
張
替
え
は
、

お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
仕
事
の
受
付

お
気
軽
に
お
電
話
に
て
ご
依
頼
く
だ
さ
い
。

（
仕
事
例
）

＊
草
刈
り
・
草
取
り　

＊
襖
・
障
子
貼
り

＊
網
戸
の
張
替　

＊
資
源
ゴ
ミ
等
の
分
別

＊
宛
名
書
き　

＊
病
院
等
の
付
き
添
い

＊
家
事
援
助（
洗
濯
、
部
屋
の
掃
除
、
風
呂

掃
除
、
窓
拭
き
、
食
事
作
り
、
買
い
物
、

片
付
け
等
）

＊
昔
の
ビ
デ
オ
や
８
ミ
リ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化

＊
軽
作
業　

＊
社
内
清
掃

■
会
員
募
集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
健
康
で

働
く
意
欲
の
あ
る
60
歳
以
上
の
会
員
が
、
長

年
培
っ
た
経
験
や
特
技
を
活
か
し
て
地
域
に

寿
長
ご

さ
ん

９
月
の

細
ほそ

野
の

　はすゑ
え

 さん
95歳（谷汲名礼）

横
よこ

山
やま

　周
しゅう

導
どう

 さん
95歳（東横山）

白
しら

井
い

　とよ子
こ

 さん
95歳（三輪）

石
いし

原
はら

　清
きよ

子
こ

 さん
95歳（谷汲大洞）

貢
献
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
会
員
に
な
っ

て
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
現
在
の
人
手
不
足
分
野
】

・
草
取
り
、
草
刈
り（
刈
払
機
使
用
で
き
る
方
）

・
剪
定

興
味
の
あ
る
方
は『
事
業
お
よ
び
入
会
説

明
会
』
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
今
月
の
事
業
お
よ
び
入
会
説
明
会

■
日
時	

11
月
５
日（
火
）、
19
日（
火
）

	

10
時
～	（
約
１
時
間
半
）

■
場
所	

福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

	

２
階
会
議
室

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
２
３
‒
０
９
０
７

  

城
台
山
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

揖
斐
川
町
・
揖
斐
川
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
会
で
は
、
秋
の
城
台
山
周
辺
を
コ
ー
ス
と

し
た
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
を

開
催
し
ま
す
。

■
日
時	

11
月
30
日（
土
）

	

9
時
ス
タ
ー
ト（
受
付
は
８
時
～
）

■
集
合
場
所	

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
前

■
対
象
者	

中
学
生
以
上
の
健
康
な
方

■
参
加
定
員	

１
０
０
名（
参
加
費
無
料
）

■
持
ち
物
等	

歩
き
や
す
い
服
装
、
飲
物
等

■
申
込
方
法　
11
月
20
日（
水
）
ま
で
に
健

康
広
場
・
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
・
役
場
ス

ポ
ー
ツ
推
進
室
に
備
え
付
け
の
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場 
ス
ポ
ー
ツ
推
進
室

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
１
８
１
）

  

岐
阜
県
年
金
協
会「
福
祉
講
座
」

�

開
催
の
ご
案
内

日
々
の
暮
ら
し
の
支
え
と
な
る
、
年
金
制

度
お
よ
び
健
康
を
維
持
す
る
た
め
の
講
話
を

開
催
し
ま
す
。

福
祉
講
座
は
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
。

■
日
時　
11
月
27
日（
水
）
13
時
～
16
時

■
会
場　
大
垣
市
情
報
工
房

　
　
　

５
階
ス
イ
ン
ク
ホ
ー
ル

■
定
員　
１
５
０
人

■
参
加
料　
無
料（
粗
品
進
呈
あ
り
）

■
申
込
方
法

　

岐
阜
県
年
金
協
会
ま
で
電
話
で
申
込
み
し

て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
・
申
込
先
】

岐
阜
県
年
金
協
会

℡
０
５
８
‒
２
１
０
‒
２
６
１
１

 

健
康
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
に
つ
い
て

■
テ
ー
マ

骨
粗
鬆
症（
こ
つ
そ
し
ょ
う
し
ょ
う
）

■
開
催
日
時

11
月
19
日（
火
）
14
時
～
15
時
30
分

■
開
催
場
所

メ
デ
ィ
カ
ル
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
Ｉ
Ｂ
会
議
室

■
内
容　
講
話
、
ク
イ
ズ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
等

■
定
員　
25
人

■
参
加
費 　
無
料　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
受
付
期
限　
11
月
18
日（
月
）

【
お
問
い
合
せ
・
申
込
先
】

ク
リ
ニ
ッ
ク
Ｉ
Ｂ（
ア
イ
ビ
ー
）

℡
２
２
‒
０
１
１
２

受
付
時
間　

8
時
30
分
～
18
時

　

水
曜
・
日
曜
・
祝
日
休
み（
担
当
：
黒
川
）

こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を
受
け

ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
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点字版・音声版をご希望の方は、県庁広報課へご連絡ください
音声版には、ＣＤ（デイジー編集）での提供と音声用のテキストデータの配信もあります

岐阜県広報

岐阜県からのお知らせ

今月のピックアップ情報

この情報は令和元年10月7日現在のものです。

情報ボックス
ウェブサイトでも「岐阜県からのお知らせ」
「清流の国ぎふミナモ通信」が見られます。
バックナンバーも公開中！
左記の二次元コードを読み込んでアクセスしてください。

アイコン
説 明

募 集 その他資格・研修催 し

検索岐阜県 障がい者職業能力開発校

●とき／11月26日（火）、27日（水）
●ところ／県水産会館（岐阜市）
●申込期限／11月11日（月）
●申込方法／住所地を管轄するハローワー
クで相談した後、応募書類を提出
●問／県庁労働雇用課 ☎058（272）8397

高校生以上の女子学生や女性求職者を
対象に、建築の現場で活躍する女性から
直接話を聞くことができる座談会を開催
します。

検索国際たくみアカデミー

県立障がい者職業能力開発校
入校生を募集します

来年4月に開校する県立障がい者職業能
力開発校の入校選考を実施します。

「たくみ女子会」参加者を
募集します

難病患者就労面談を
実施します

検索岐阜難病連

難病患者の方を対象に、就労相談員とハ
ローワーク難病患者就職サポーターによ
る面談を実施します。
●とき／11月21日（木）、12月19日（木）
  10：30～12：00、13：30～15：00
●ところ／難病生きがいサポートセンター
 （岐阜市）
●料金／無料
●申込先・問／難病生きがいサポートセンター
  ☎058（273）0870

●とき／12月14日（土）
●ところ／OKBふれあい会館（岐阜市）
●料金／無料
●申込期限／12月6日（金）必着
●問／県立国際たくみアカデミー
  ☎0574（25）2423

「人権啓発フェスティバルinぎふ」を
開催します

人権週間（12月4日～10日）にあわせて、
人権に関するクイズや人権啓発のパネル
展示のほか、キャラクターショーなどを実
施します。

検索人権啓発フェスティバルinぎふ

●とき／12月7日（土）10：00～15：30
●ところ／マーサ21（岐阜市）
●料金／無料
●問／県庁人権施策推進課
  ☎058（272）8250

児童虐待の未然防止や早期発見を推進
するため、「清流の国ぎふオレンジリボン
運動」を実施します。
「虐待かな？」と思ったら、児童相談所全
国共通ダイヤル「189」へご連絡ください。

11月は
「児童虐待防止推進月間」です

●問／県庁子ども家庭課
  ☎058（272）8325

検索清流の国ぎふオレンジリボン運動

清流の国ぎふ大学生等
奨学金を募集します

検索清流の国ぎふ大学生等奨学金

県外の大学などに進学し、将来的に岐阜
県にUターンする意思のある方を対象と
した奨学金です。
●申請方法／郵送、持参
●受付期間／10月25日（金）～11月22日（金）
※必着
●申請先・問／県庁地域振興課
  ☎058（272）8197

【放送日】
 木曜 18:53～18:57
【再放送】
 火曜 21:54～21:58 

※令和元年8月1日現在 ※(　)内は前月との比較
1,990,226人
●県の人口

ぎふチャン(8ch)データ放送で
「岐阜県からのお知らせ」も配信中！

県政広報テレビ番組 
「ぎふ県政ほっとライン」放送中

（554人減）

Facebook
「清流の国ぎふ」
ミナモだよりで
情報発信中!!

ボタンを押して
地元情報をゲット!

検索岐阜県 ミナモだより

人類初の月面着陸
から50年。月を回る
有人拠点として開発
される予定の「ゲー
トウェイ」や有人月
面探査、民間企業の
宇宙開発など、最新
の宇宙開発の取り組
みを紹介します。

空宙博特別企画展
「月をめざす 人類の挑戦」を開催します

検索そらはく

◆
◆
◆
◆

11月30日（土）～令和2年1月13日（月・祝）
岐阜かかみがはら航空宇宙博物館（各務原市下切町5-1）
入館料のみ（大人800円、高校生・60歳以上500円、中学生以下無料）

と き
ところ
料 金

／
／
／

問 岐阜かかみがはら航空宇宙博物館
☎058（386）8500
／

アポロ月着陸船・月面走行車（1/15模型）
（全国人工衛星・探査機模型製作コンテスト受賞作品）

県内中山道と17の宿
場を舞台にした中山道
のシンボルイベントで
す。街道文化の体験や
まち歩きを楽しむ「体
験・散策プログラム」、
宿場間を歩きながら街
道グルメを堪能する
「ウォーキングプログ
ラム」など、中山道なら
ではの魅力的な歩き旅をお楽しみください。

「中山道ぎふ17宿歩き旅2019秋」を
開催します

検索中山道ぎふ17宿歩き旅

中山道馬籠宿

◆
◆
◆
◆

11月30日（土）まで
県内中山道および周辺エリア
プログラムにより異なります

と き
ところ
料 金

／
／
／

問 ぎふ歴史街道ツーリズム事務局／
☎0584（71）6134

ウェブサイトで
情報公開中!



窓口だより

広報掲載希望の方は届出の際、窓口にて「広報掲載申込書」をお出しください。
窓口では、婚姻、養子縁組などの戸籍届出に来られた方の本人確認を行っています。（詳細は町のホームページに掲載）
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10月31日（木）	町（県）民税 3期分
	 国民健康保険税 6期分
	 後期高齢者医療保険料 4期分

12月  2日（月）	国民健康保険税 7期分
	 後期高齢者医療保険料 5期分

納め忘れのないように早めに納めましょう。
また、口座振替で納付されている方は、納期限前日までに
預貯金残額の確認と入金をお願いします。

※町税などの納付は安全で便利な口座振替で
※コンビニでも納付できます
※家屋を取り壊したら届出をお忘れなく

  9日（土）～10日（日）
	 2019谷汲山楽市楽座
10日（日）	いびがわマラソン2019
	 第31回谷汲もみじまつり
16日（土）～17日（日）
	 第５回いびがわ産業フェスティバル
17日（日）	第31回横蔵もみじまつり
30日（土）	第15回秋の城台山公園と揖斐川の

町並みウォーキング

人口（対前月比） 男 女 世帯数（対前月比）

合　　 計 20,919（�－ 60）10,033 10,886 7,976（�－ 11）

揖斐川地域 15,692（�－ 40） 7,563 8,129 5,725 （� － 2）

谷汲地域 2,902（�－ 11） 1,385 1,517 1,096 （� － 4）

春日地域 890（� － 7） 432 458 444 （� － 2）

久瀬地域 865（� － 2） 396 469 378 （� － 2）

藤橋地域 226（� 2） 109 117 140 （� 1）

坂内地域 344（� － 2） 148 196 193 （� － 2）

出生 9人 /死亡 32人 /転入等 25人 /転出等 62人
〈令和元年 10月 1日現在〉

地　区 氏 　 名 年齢
北 方 ２ 区 林 　 正 篤 83
北 方 ６ 区 河　瀬　 げ子 89
北 方 ７ 区 林　　　二郎藏 96
極 楽 寺 野 原 正 博 83
南 方 𫝆　村　ゆきゑ 93
東 若 松 末 永 憲 司 86
東 若 松 花　木　みつゑ 107
房 島 ４ 区 宗　宮　まゆみ 53
下 町 高 橋 信 一 90
下 新 町 馬 渕 　 清 92
北 新 町 深 谷 　 茂 57
大 光 寺 長　柄　千代子 95
清 水 髙 田 忠 義 83
上 野 藤　原　繁次郎 94
野 中 淺 井 文 雄 76
野 中 若 山 敏 子 85
黒 田 岩 井 綾 子 79

岡 窪 田 　 保 94
谷 汲 徳 積 河 村 和 子 89
谷 汲 岐 礼 寺 田 昭 士 83
谷 汲 木 曽 屋 杉 山 一 二 98
春 日 川 合 小 寺 福 一 94
春 日 川 合 川　村　きよの 98
春 日 小 宮 神 小 寺 　 薫 85
小 津 高 橋 豊 枝 91
日 坂 高　橋　ちゑ子 93
東 横 山 島　田　美智子 92

地　区 赤 ち ゃ ん お父さん お母さん

北 方 ７ 区 細
ほそ

野
の
凌
りょう

平
へい

涼 太 ちひろ
清 水 松

まつ
野
の
季
き
来
こ

和 哉 侑 子

清 水 野
の
　原

はら
　仁

に
奈
な
子
こ

優 太 朋 子

上 東 野 松
まつ

岡
おか

佑
ゆう

香
か

雅 人 亜 矢

西 津 汲 高
たか

橋
はし

　
もな

一 真 なつみ

夫 妻

岩 間 　 耀（北新町） 伊 藤 恵 梨（加茂郡富加町）

遠 山 和 生（下岡島） 山 本 瑞 恵（郡上市）

石 森 太 一（宮城県仙台市） 牧　村　あゆみ（大和台）

小 寺 剛 人（春日川合） 松 岡 有 紀（大垣市）

納期限のお知らせ11月の主な行事

令和元年９月届出分

Okuyami死亡　おくやみ申し上げます

Population人口

出生　お誕生おめでとう Birth

婚姻　幾久しくお幸せに Marriage
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11月10日（日）
11月17日（日）
11月1日（金）～30日（土）
横蔵寺ライトアップ

「2019いびがわマラソン」同時開催

いのりちゃんと歩く巡礼体験／
世界の魅惑のダンスショー

11月9日（土）～17日（日）

11月9日（土）・10日（日）

期間限定スタンプを12個集めて景品ゲット

2020年12月18日まで

場所／揖斐川町商工会谷汲支所前

谷汲参道スタンプラリー

観音様とご縁を結ぶ「結縁綱」設置

●「ふれ愛市」
●谷汲山 楽市楽座

11月1日（金）・15日（金）●谷汲山華厳寺 寺宝公開

午前10時～午後3時　会場：横蔵寺駐車場

午前9時～午後4時
会場：町営谷汲門前駐車場

午後4時30分～午後9時

・揖斐川町・（一社）岐阜県観光連盟
・樽見鉄道株式会社・養老鉄道株式会社

谷汲もみじまつり実行委員会（TEL 0585-55-2111）

JR大垣駅→樽見鉄道「谷汲口駅」・または養老鉄道「揖斐駅」下車→
揖斐川町ふれあいバス（コミュニティバス）
「谷汲山」または「横蔵」行き利用

日
本
遺
産
西
国
三
十
三
所

　谷
汲
山
華
厳
寺
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